


本書は、兵庫県立考古博物館が令和６年３月 17日（日）に実施した、古代体験研究フォーラム 2023

「ミュージアムとボランティア　－これまでの経験とこれからの体験－」の事業実施報告書である。

本書には、フォーラムのテーマに基づいた最新の研究成果を掲載している。また、報告資料中にある写

真には、来館中の児童生徒や、著作権の存在する作品等が映り込んでいるため、本 書に掲載のある図版

等の引用者による転載や改変は原則として不可とする。

なお、各執筆者・所蔵機関の承認や許諾を得る場合には、この限りではない。

本書の作成は、個々の論考については各執筆者が行い、表紙とチラシの作成は兵庫県立考古博物館の北

川里奈が行った。それら以外は、兵庫県立考古博物館事業部学習支援課が執筆・作成を行った。また、

本書の版組・レイアウト等の編集は同課が行った。

作成にあたっては下記の方々のご協力、各機関のご高配を賜った。記して感謝する（敬称略）。

萱原朋奈　　　　　　　神戸市立博物館

鬼本佳代子　　　　　　姫路市立美術館

坂本　昇　　　　　　　伊丹市昆虫館

例言
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１．開催企図

1970 年代から、博物館・美術館（以下、ミュー

ジアム）で事業を開始したボランティア制度は、当

初から、生涯学習や高齢者の社会参加を目的として

いた。特に、1980年代の公立美術館の開館ラッシュ

を受け、ボランティア制度も急速に展開していった。

ミュージアムの全国的な増加と、それに伴う法

制度が整備されていくなかで、ミュージアムのボラ

ンティアは、単なる施設の補助的役割や、生涯学習

のためだけに提供された場にとどまらず、利用者と

ミュージアムの「かけはし」として、現在では、ミュー

ジアムの運営を考える上で欠かせない存在となって

いる。

2007 年に開館した、兵庫県立考古博物館でも、

開館に先立って、兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査

事務所普及活用班によって養成されたボランティア

が、現在では22期生を迎えながら、長期間にわたり、

当館とともに活動を続けている。

その一方で、ボランテイア制度の創設時には、想

定していなかった課題も多く出来してきている。代

表的なものを上げると、①構成メンバーの高齢化、

②求められる役割・機能の変化であろう。

特に、②求められる役割・機能の変化は大きい。

人生 100 年時代と言われる現代にあっては、そも

そも生涯学習や社会教育を受ける期間が、絶対的に

長くなっただけではなく、受け手側の増加（高齢者

の増加）といった事態を引き起こしている。
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「ミュージアムとボランティア」

そこには、ボランティア＝志願、だけではない多

様な欲求が、ボランティア活動ひいては活動先であ

るミュージアム側に求められている。

前述の２例にとどまらず、さまざまな課題があ

る中で、今回のフォーラムでは、館ごとの特性に合

わせた、特色あるボランティア活動を実践している

各分野のミュージアムの発表を通じて、ミュージア

ムがこれまで培ってきたことを共有し、これから進

めていくことを参加者とともに学ぶことを目的とす

る。なお、今回のフォーラムでは以下の５点を論点

として、発表やパネルディスカッションを進めるこ

ととする。

（１）ボランティア制度の設計と変遷

（２）ボランティア活動の実態

（３）ボランティア活動にある課題

（４）これからやってみたい活動、失敗した活動

（５）ボランティア活動を充実させるものはなに

か？

古代体験研究フォーラム 2023 テーマ
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２．フォーラム実施から報告書刊行までの経過

（１）館内検討

令和５年 11月から、考古博物館内で、古代体

験研究フォーラム 2023 のテーマ検討を開始し

た。令和５年５月８日より、新型コロナウィル

ス感染症が５類感染症へ移行したため、①対面

での開催や、コロナ禍以前のように大中遺跡ま

つり（毎年 11月第１土曜日に開催）前日に、館

内で開催することも考慮されたが、オンライン

配信手法の技術の蓄積や、より多くの方にフォー

ラムの内容を届けるという点を重視し、令和５

年度もオンラインでの開催とすることとし、ま

た本年度のテーマを「ミュージアムとボランティ

ア」とすることを決定した。

（２）候補者選定・打合せ

12 月ごろから、萱原朋奈氏（神戸市立博物館）、

鬼本佳代子氏（姫路市立美術館）、坂本昇氏（伊

丹市昆虫館）に電話で連絡をとり、同テーマに関

するフォーラムでの報告及びトークセションへ

の参加の内諾を得た。

令和６年１月半ばごろから、神戸市立博物館・

姫路市立美術館・伊丹市昆虫館へ赴き、３館で実

施されているボランティア活動について、報告予

定の３氏に説明・解説を頂きながら、フォーラム

に向けた打合せと、施設の実地調査を行った。

（３）実施に向けて

１月末よりフォーラムのチラシ配布を実施し、

フォーラムにかかる情報提供を開始した。また、

令和５年度同様にウェブフォームの申し込みを

１月 28日から３月 11日に募集を行った。

フォーラム当日に向け、報告者３名と永惠で２

度の事前打合せ会をオンラインで実施した。第

１回目は２月 22日に実施し、永惠が趣旨説明と

発表報告を、萱原氏が発表報告を行った。第２

回目は３月 12日に実施し、鬼本氏と坂本氏が発

表報告を行った。各回とも、それぞれの発表報

告を受けて、当日のトークセッションに向けた

討議を行った。

３月 13日には応募者に対し、フォーラムにか

かるWebex にＵＲＬをメールで配布した。

（４）実施後から報告書刊行まで

３月 21日から、申し込み者に対して、事後ア

ンケートの回答を依頼した。３月下旬から、報告

者に報告原稿の執筆及びトークセッションの文

字起こしにかかる校正を依頼し、本報告書の作成

を進め、令和６年度に刊行・公開した。
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図１　開催までのタイムライン



３．申込者数と申込者の傾向

（１）参加申込み人数

今回のフォーラムでは、前述の通りウェブ

フォームによる参加申し込みを、令和６年１月

28 日から３月 11 日から実施し、総数で 103 人

の申し込みがあった。

別表の通り、前３回の申し込み者数は、R2：

65 名、R3：112 人、R4：81 名であり、これま

でで最大数となる R3に迫る申し込みとなった。

（２）申し込み者の傾向

過去２年と当年の申し込み者の所属を、総申込

数における割合で示したものが、図２である。な

お、所属の分類については組織名に「〇立博物館」

とある場合に「総合系」、「〇立歴史博物館」とあ

る場合には「歴史系」といったように判断して分

類した。組織名のみで種別が不明の場合には、館

報や当該館ウェブサイト等で、種別を判断し、分

類した。

申し込み全体の傾向として、総合・郷土系、美

術系、歴史系で過半数を占め、残りをその他の種

別が占める。Ｒ３～Ｒ４年の傾向も同様であり、

テーマに関わらず、どちらかといえば、今回の

フォーラムが施設内を中心に活動する種別に訴

求力が高いことがわかる。

Ｒ５の特徴として、歴史系博物館の申し込みが

過去２年に比べ多いことが指摘できる。「ボラン

ティア」というテーマが歴史系博物館にのみ「刺

さる」テーマではないはずであるが、申し込みに

占める割合が昨年度から２倍になっていること

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合・郷土系 歴史系 自然系 美術系 動植物園 教育委員会

埋文センター 大学 その他

令和３年度
（n=112）

令和４年度
（n=81）

令和 5年度
（n=103）
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図２　参加申込者の所属割合（上段が令和３年度、中段が令和４年度、下段が令和５年度）
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図３　古代体験研究フォーラム 2020（R2）事業実施報告書

（QRコードは報告書へのリンク）

図４　古代体験研究フォーラム 2021（R3）事業実施報告書

（QRコードは報告書へのリンク）

を考えると、歴史系博物館においてボランティア

活動が課題となっていることが窺える。

また、その他に分類されるため、割合として

は出てこないが、申込者の中には、現役のボラン

ティアも少なくとも８名（部署名等に記載のあっ

た方）が参加されていた点が特筆される。

私自身の認識不足があったことは、今回の

フォーラムでのトークセッションで明らかと

なったが、このテーマを選定した際には、いわゆ

る学芸員の参加を想定していた。冷静に考えてみ

れば、現役ボランティアにとってみれば、自らが

参画している活動の詳細について知りたい、また

より良くしたいと思うことは当然であり、そのた

めにミュージアム側の考えを知る、ということも

十分想定できることであった。

今回のフォーラムが、参加された現役ボラン

ティアにとって、良きものになったか甚だ不安し

かないが、一方で、今回のテーマが、ミュージア

ム側だけでなく、そこに集うボランティアの興味

も惹起する内容であったことは事実である。

2022

4

図５　古代体験研究フォーラム 2022（R4）事業実施報告書

（QRコードは報告書へのリンク）
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４．オンライン配信の実施体制

A

1
2

3
B

※１　A・Bともに有線でネット接続
※２　１～３は Aと有線接続し、オンライン配信のホスト機

A：ホスト PC
B：発表者用 PC

１：メインモニター
２：ウェブカメラ
３：マイクスピーカー

（１）オンライン配信体制

本フォーラムでは、昨年度と同様に、対面では

なく、オンライン配信のみを行った。

令和元年度末からのコロナ禍に伴って、急速

に発展したオンライン配信であるが、今回のアン

ケートに示された意見のように、（会場までのア

クセスコスト等が無くなることや、執務中での視

聴が可能となったことにより、従来は参加したく

ともできなかった遠方の参加希望者にも参加の

機会を提供することができた。コロナ禍での様々

な「害」がある中から生まれた、新たな取り組み

と評価している。

（２）配信体制

実施にあたっては、当館体験学習室３を用い、

室内に機材を設置し、メインスタジオとした。室

内の機器レイアウトは下図の通りである。

人員は、司会とは別に機器操作・配信担当に１

名、それら以外の配信にかかる庶務担当に１名を

配置した。

また、通信状況を確認するため、別室にて職員

複数名によって、視聴を行い状況の把握した。

（３）使用機器

パソコン以外の機器は、以下の通り。なお、パ

ソコンはいずれも有線で館内インターネット回

線と接続した。

・Web カメラ　サンワサプライ　 CMS V50BK

・マイクスピーカー　YAMAHA　UNIFIED

 　　　　　　　　　     COMMUNICATIONS

　　　　　　　　               SPEAKERPHONE

                                                          YVC-330

・モニター　Panasonic　TH65BF1J

・配信ソフト　Cisco　Webex

写真１　オンライン配信のようす

図６　体験学習室３でのレイアウト俯瞰図



５．当日の運営とタイムスケジュール

（１）当日の体制

前日（27日）に機器及び会場の設営を実施し、

当日（28日）9:00 から Cisco Webex のミーティ

ングルームを開設した。

報告者及び館長は、9:30 から順次入室し、本

番に向けた接続テストを実施した。

（２）タイムスケジュール

10:00 ～ 10:15　開会挨拶

（兵庫県立考古博物館長）

10:15 ～ 10:30　趣旨説明（学習支援課長）

10:30 ～ 11:10

      「兵庫県立考古博物館のボランティア」

永惠裕和（兵庫県立考古博物館）

11:10 ～ 11:50

      「博物館と学習支援交流員」

萱原朋奈（神戸市立博物館）

12:00 ～ 13:00 休憩

13:00 ～ 13:40

      「美術館のボランティア　姫路市立美術館

       大原美術館、福岡市美術館」

鬼本佳代子（姫路市立美術館）

13:40 ～ 14:20

     「伊丹市昆虫館とボランティア

                   自然史系／小規模博物館の現場から」

  坂本　昇（伊丹市立昆虫館）

14:20 ～ 14:30　休憩

14:30 ～ 16:30 トークセッション

16:30 ～ 16:40 閉会挨拶

（兵庫県立考古博物館副館長）
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（３）当日の進行について

①オンライン配信

令和４年度のオンライン配信ソフトが Zoom 

から Cisco Webex へと変更となったことで、

通信環境の安定性や個々の参加者のログイン

に対し、当館側での開催実績が無いという点で

不安があったが、進行途中での通信環境の悪化

や、参加者がログインできないという不具合は

見受けられなかった。

ただし、Zoomに比べ、ログインに複数手順

が必要であったため、開始時間前後にログイン

を試みた参加者にあっては、参加が遅れると

いったことも、主催者側パソコンでのログイン

状況からは若干見受けられた。

②チャット欄による質問書き込み

報告やトークセッションを踏まえた当日の質

問や意見について、チャットでの書き込み方法

とした。

不規則発言等により書き込み欄が荒れる懸

念があったが、多数の質問や意見、自館での

取り組みの紹介など、活発かつ適切な書き込み

のみであった。これは、「顔が出ない」・「音声

を伴わない」といった、参加者個人の視聴環境

を暴露しない方法であったことが、各参加者の

チャット欄への書き込みに対して心理的なハー

ドルを下げたことが要因であると考えられる。

③進行について

進行について、大幅な遅延等もなく、ほぼタ

イムスケジュール通りの進行を行うことがで

きた。



６．配布チラシ

-7-

317
2024

10：00－1
7：

00

2 0 2 3

200

加
古
郡
播
磨
町
大
中

☎学
習
支
援
課

【
担
当
】永
惠 

裕
和

10 0010 3011 1013 0013 4014 3016 30



-8-

７．事例報告



-9-



Hyogo Prefectural Museum of archaeology and Our volunteer staff 
NAGAE Hirokazu （Hyogo Prefectual Museum of Archaeology)

兵庫県立考古博物館のボランティア

永惠　裕和（兵庫県立考古博物館）
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7 . 当館の課題
（１）ボランティアの技術伝承＝役割の固定化

７.当館の課題
（１）ボランティアの技術伝承＝役割の固定化
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Kobe City Museam and our Volunteers for Learning Support Exchange

KAYAHARA Tomona （Kobe City Museum)

博物館と学習支援交流員
萱原　朋奈（神戸市立博物館）
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2019
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Art Museum and volunteers

－ Himeji City Museum of Art,OHARA MUSEUM OF ART,Fukuoka Art Museum－

NAGAE Hirokazu （Hyogo Prefectual Museum of Archaeology)

美術館のボランティア

－姫路市立美術館・大原美術館、福岡市美術館－

鬼本　佳代子（姫路市立美術館）
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Itami City Museum of Insects and volunteer staff 

－ Reports from natural history museums and small museums in the fi eld －

SAKAMOTO noboru ( Itami City Museum of Insects )

伊丹市昆虫館とボランティア

－自然史系 /小規模博物館の現場から－

坂本　昇（伊丹市昆虫館）
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す
。
で
す
の
で
、
当
館
も
、
一
応
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
あ
っ
て
は
設
置
要
綱
を

作
っ
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
の
が

補
足
の
2
点
目
で
す
。

発
表
の
順
番
で
い
き
ま
し
ょ
う
か
。
萱
原
さ
ん
は
何
か
あ
り
ま
す
か
。

萱
原
：
萱
原
で
す
。
う
ち
も
今
、
永
惠
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
当
館
で
は
内

規
で
、学
習
支
援
交
流
員
の
規
約
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
て
。
そ
れ
ぞ
れ
の
年
、

何
回
か
規
約
の
改
正
を
行
っ
て
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
内
容
を
増
や
し
た
り
、

ち
ょ
っ
と
調
整
し
な
が
ら
、行
っ
て
お
り
ま
す
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
さ
ん
の
制
度
も
、

こ
の
規
約
に
き
ち
ん
と
２
０
１
４
年
ご
ろ
に
規
新
し
く
改
正
と
し
て
入
れ
て
い

る
状
況
な
の
で
、
外
に
出
す
も
の
で
は
な
い
内
規
な
ん
で
す
け
ど
も
、
当
館
の
方

も
そ
う
い
っ
た
も
の
を
定
め
て
お
り
ま
す
。

あ
と
、
登
録
と
か
事
務
系
の
話
な
ん
で
す
け
ど
も
、
当
館
は
他
の
博
物
館
の
方

に
比
べ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
数
が
ち
ょ
っ
と
少
な
い
で
す
け
ど
も
、
そ
れ
は

募
集
時
に
定
員
を
設
け
て
お
り
ま
し
て
、
大
体
10
名
程
度
と
い
う
こ
と
で
、
募
集

を
か
け
て
お
り
ま
す
。
鬼
本
さ
ん
と
か
他
の
方
の
よ
う
に
、
募
集
し
た
ら
何
十

人
と
来
た
っ
て
い
う
こ
と
は
、
あ
る
ん
で
す
け
ど
も
、
定
員
設
け
て
い
る
の
で
、

書
類
選
考
だ
っ
た
り
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
し
て
調
整
し
な
が
ら
、
今
の
人
数

に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
、
思
い
つ
く
限
り
で
は
以
上
で
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

永
惠
：
次
、
鬼
本
さ
ん
何
か
ご
ざ
い
ま
す
か
。

鬼
本
：
た
ぶ
ん
福
岡
市
美
術
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
、
い
ま
何
人
ぐ
ら
い
活
動
し

て
る
か
っ
て
い
う
の
を
忘
れ
て
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
。
福
岡
市

美
で
は
、
い
ま
１
２
０
人
ぐ
ら
い
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

や
っ
ぱ
り
地
域
に
よ
っ
て
、
す
ご
い
状
況
も
違
う
の
か
な
っ
て
い
う
の
と
、
館

種
に
よ
っ
て
も
す
ご
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
の
関
わ
り
っ
て
違
う
の
か
な
っ

て
い
う
の
が
、
今
回
お
話
し
て
わ
か
っ
た
の
で
、
何
か
補
足
っ
て
い
う
意
味
も
、

そ
う
い
う
こ
と
も
こ
こ
で
話
し
合
え
た
ら
な
と
。
思
い
ま
す
。

永
惠
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
坂
本
さ
ん
、
終
わ
り
た
て
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

永
惠
：
こ
れ
か
ら
始
め
ま
す
。
我
々
実
は
こ
れ
ま
で
に
も
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
と
い
う

の
2
回
や
っ
て
い
ま
す
。
当
然
事
前
打
合
せ
の
発
表
を
受
け
た
中
で
、
本
日
の
発

表
は
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
し
て
い
ま
す
。
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
た
も
の
は
今

日
初
め
て
見
て
い
る
と
い
う
状
態
に
な
り
ま
す
。
で
す
の
で
、
自
分
の
発
表
の
中

で
、
こ
れ
は
言
っ
て
お
き
た
い
、
言
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
な
と
か
、
逆
に
説

明
し
て
な
か
っ
た
な
と
か
っ
て
い
う
点
が
補
足
で
あ
り
ま
し
た
ら
、
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
に
先
駆
け
て
ご
説
明
を
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

私
が
口
火
を
切
る
関
係
上
、
発
表
の
中
で
触
れ
て
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
2
点
お

話
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
1
点
目
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
連
絡
の
と
こ
ろ
で
す
。
発
表
の
中
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
点
で
、
日
常
的
に
会
っ
て
い
る
ん
だ
・
同
じ
部
屋
に
い
る
ん
だ
っ
て
話
と
、
あ

と
グ
ル
ー
プ
の
例
会
が
あ
る
ん
だ
っ
て
話
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
外
に
も
月
に
1

回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
向
け
の
連
絡
を
メ
ー
ル
で
し
て
い
ま
す
。
メ
ー
ル
普
及

以
前
に
は
、
お
手
紙
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
送
っ
て
い
ま
す
。
月
に
1
回
は
や

り
と
り
を
し
て
い
る
と
い
う
ふ
う
な
形
を
連
絡
と
し
て
と
っ
て
い
ま
す
。
日
常
的

な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
或
い
は
各
グ
ル
ー
プ
の
例
会
に
加
え
て
、
月
に
1
回
の
メ
ー

ル
や
手
紙
の
連
絡
を
し
て
い
る
と
い
う
の
が
、
公
式
か
つ
定
期
的
な
連
絡
で
す
。

も
う
1
点
は
設
置
要
綱
で
す
。
当
館
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
養
成
し
て
い

く
中
で
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
な
い
で
す
が
、
設
置
要
綱
と
い
う
の
を
定
め
て
い

ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
、
ど
う
い
う
活
動
を
す
る
の
か
目

的
は
何
な
の
か
と
か
、
ど
う
い
う
こ
と
を
し
て
も
ら
う
の
か
っ
て
い
う
ふ
う
な

こ
と
を
定
め
た
も
の
を
館
の
中
で
作
っ
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
活
動
を
し
て
い
ま

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

※　

当
日
の
ラ
イ
ヴ
感
を
活
か
す
た
め
、
文
字
起
こ
し

に
際
し
て
、
発
表
者
校
正
を
除
き
、
用
語
統
一
等

を
あ
え
て
行
っ
て
い
な
い
箇
所
が
あ
る
。
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坂
本
：
終
わ
り
た
て
な
の
で
、
あ
ん
ま
り
な
い
と
い
え
ば
な
い
ん
で
す
け
ど
。

ち
ょ
っ
と
補
足
す
る
と
す
れ
ば
、
鬼
本
さ
ん
の
お
話
の
中
で
、
友
の
会
か
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
生
ま
れ
た
と
い
う
話
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
興
味
深
か
っ
た

で
す
ね
。
最
初
の
頃
は
友
の
会
の
会
員
さ
ん
じ
ゃ
な
い
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
き
な

か
っ
た
っ
て
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
伊
丹
市
昆
虫
館
の
場
合

に
は
、
友
の
会
が
で
き
る
前
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
来
て
い
た
人
達
の
一
部
の
人
が
、
友
の
会
発
足
時
に
主
要
メ
ン
バ
ー
に
な
っ

た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
た
ま
た
ま
時
系
列
の
問
題
か
も
し
れ
な
い

ん
で
す
け
ど
も
、
面
白
い
な
と
思
っ
て
聞
い
て
い
ま
し
た
。

永
惠
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ち
な
み
に
当
館
に
は
友
の
会
は
な
い
ん
で
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
一
本
で
や
っ
て
い
る
の
が
、
う
ち
の
館
で
す
ね
。
歴
史
系
だ
と
兵
庫

県
立
歴
史
博
物
館
さ
ん
は
友
の
会
が
あ
る
ん
で
す
が
、
当
館
は
開
館
以
来
設
け
て

い
ま
せ
ん
。

で
は
、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
わ
か
り
や
す
い

質
問
で
い
き
ま
す
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
は
無
償
で
活
動
を
行
っ
て
、
い
る

か
っ
て
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
た
ぶ
ん
、
こ
れ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
活
動

の
み
だ
け
で
は
な
く
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
以
外
の
と
こ
ろ
も
含
む
の
か
な

と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
辺
り
っ
て
ど
ん
な
こ
と
さ
れ
て
ま
す
か
ね
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
報
酬
は
な
い
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
活
動
の
中
で
必
要
な
経
費
っ

て
い
う
と
こ
ろ
に
な
っ
て
く
る
か
な
と
思
う
ん
で
す
。

当
館
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
が
、
何
か
イ
ベ
ン
ト
に
紐
づ
い
た
り
す
る
こ
と

が
多
い
の
で
、
た
と
え
ば
古
代
体
験
講
座
や
、
募
集
型
の
講
座
は
、
ま
た
別
で

あ
る
ん
で
す
が
、
基
本
的
に
は
そ
の
館
で
活
動
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
旅
費
も
、

館
で
お
金
の
負
担
を
し
て
い
ま
す
。
結
果
的
に
活
動
に
繋
が
っ
て
る
枝
葉
の
お
金

は
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
そ
の
も
の
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

保
険
５
０
０
円
し
か
掛
け
て
な
い
っ
て
い
う
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
辺
は
ち
ょ
っ

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
に
か
か
る
費
用

と
当
然
当
館
の
場
合
に
は
県
域
全
部
が
動
き
の
対
象
に
な
っ
て
く
る
の
で
、
な
か

な
か
各
市
と
か
で
は
動
き
が
ま
た
変
わ
っ
て
く
る
か
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

或
い
は
そ
の
団
体
の
館
種
ご
と
に
違
う
と
は
思
う
ん
で
す
が
、
萱
原
さ
ん
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

萱
原
：
当
館
の
方
も
考
古
博
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
す
る

場
合
は
館
か
ら
お
金
を
出
し
て
い
ま
す
。
支
払
い
の
加
入
事
務
と
支
払
い
を
館
で

し
て
い
ま
す
。
あ
と
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
活
動
に
対
し
て
は
、
館
内
で
の
活

動
で
あ
っ
た
り
、
館
外
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
か
か
る
も
の
な
の
で
、
当
館
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
用
の
予
算
か
ら
出
し
て
ま
す
。
な
の
で
、
交
通
費
と
い
う
話
に

な
り
ま
す
と
、
交
通
費
の
支
給
は
な
い
で
す
。
な
の
で
、
ど
こ
か
外
部
で
イ
ベ
ン

ト
す
る
と
き
は
、
来
て
も
ら
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
交
通
費
も
考
え
て
、
参
加

す
る
場
所
を
選
別
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
そ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
か
か
る
お

金
と
、
保
険
等
ぐ
ら
い
し
か
、
当
館
で
も
そ
う
い
う
お
金
の
動
き
は
な
い
で
す
ね
。

永
惠
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
鬼
本
さ
ん
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鬼
本
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
は
い
ず
れ
の
館
の
場
合
で
も
、
美
術
館
の
方
が
予
算
を
用

意
し
て
掛
け
て
る
と
い
う
状
況
で
す
。
大
原
美
は
私
立
な
の
で
、
い
ろ
い
ろ
と
状

況
が
違
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
福
岡
市
美
と
姫
路
市
美
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
も

研
修
講
師
を
呼
ぶ
た
め
の
予
算
っ
て
い
う
の
が
つ
い
て
い
た
は
ず
で
す
。
そ
れ
で

な
ん
か
ち
ょ
っ
と
誰
か
呼
ん
だ
り
っ
て
い
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
予
算
が
つ

い
て
い
ま
す
。

あ
と
、
福
岡
市
美
に
つ
い
て
は
、
お
茶
代
が
つ
い
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
お
茶
飲
ん
で
、
そ
の
お
茶
代
っ
て
い
う
の
も
、
確
か
つ
い
て
い
ま
し
た
。
で
も

結
局
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
自
分
た
ち
で
持
っ
て
き
て
、
好
き
な
も
の
ん
だ

り
食
べ
た
り
し
て
、
あ
ん
ま
り
、
こ
う
ず
っ
と
お
茶
の
袋
が
消
費
さ
れ
ず
に
残
っ

て
い
る
っ
て
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

永
惠
：
お
茶
代
で
す
か
。
こ
れ
は
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
。

鬼
本
：
そ
う
。
そ
れ
と
ね
、
コ
ピ
ー
代
と
か
は
ち
ょ
っ
と
つ
い
て
い
ま
す
。
講
師
呼
ん

だ
時
の
た
め
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
コ
ピ
ー
代
み
た
い
な
の
は
、
消
耗
品

費
を
少
し
つ
い
て
い
た
と
思
い
ま
す
、
こ
れ
福
岡
の
方
で
す
。
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萱
原
さ
ん
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

萱
原
：
ご
質
問
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

任
期
に
つ
い
て
な
ん
で
す
け
ど
、
ご
質
問
に
あ
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
任
期
を

定
め
て
る
理
由
を
調
べ
た
ん
で
す
け
ど
、
お
答
え
で
き
る
答
え
が
今
な
い
の
で
、

わ
か
り
ま
せ
ん
。

定
年
制
と
か
任
期
が
あ
る
メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ん
で
す
け
ど
も
、
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
は
一
定
の
活
動
の
や
る
気
と
い
う
か
、
活
動
の
目
安
に
1
つ
な
る
か

な
っ
て
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
あ
と
は
、辞
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
も
そ
う
で
す
し
、

当
館
と
し
ま
し
て
は
人
数
が
一
定
以
上
増
え
な
い
っ
て
い
う
と
こ
ろ
は
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
あ
る
か
な
と
思
い
ま
す
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
発
表
の
中
で
も
お
伝
え
し
た

ん
で
す
が
、技
術
継
承
で
す
ね
。そ
れ
が
途
切
れ
る
か
な
っ
て
い
う
問
題
点
が
あ
っ

た
り
し
ま
す
。
あ
と
は
、
意
欲
が
あ
る
人
や
、
も
っ
と
や
り
た
い
・
こ
ん
な
こ
と

や
り
た
い
っ
て
考
え
て
る
人
が
辞
め
ざ
る
を
え
な
い
の
が
、
や
は
り
デ
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
あ
る
と
思
い
ま
す
。

デ
メ
リ
ッ
ト
に
対
し
て
当
館
で
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
と
い
う
定
年
延
長
シ

ス
テ
ム
で
す
ね
。
館
か
ら
依
頼
し
て
了
承
を
得
た
ら
、
更
新
研
修
受
け
て
も
ら
っ

て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
な
っ
て
も
ら
う
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
も
や
は
り
善
し
悪
し
が
あ
り
ま
し
て
、
少
し
話
の
筋
か
ら
ず
れ

て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
話
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
け
ど
も
、
現
状
で
は
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
さ
ん
が
交
流
員
さ
ん
よ
り
人
数
が
ち
ょ
っ
と
多
い
っ
て
い
う
状
況
も
あ

る
の
で
、
博
物
館
側
の
適
切
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
要
な
ん
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
定
年
制
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
補
う
は
ず
の
シ
ス
テ
ム
が
、
ち
ょ
っ
と
博
物
館
の

足
を
引
っ
張
る
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
、
問
題
点
と
し
て
出
て
き
て
い
る
と
い
う
、

任
期
制
に
伴
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。
あ
ま
り
お
答
え
に
は
な
っ
て
な
い
か
も
し
れ

な
い
ん
で
す
け
ど
も
、
当
館
の
考
え
る
任
期
の
シ
ス
テ
ム
と
メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ

ト
は
以
上
に
な
り
ま
す
。

永
惠
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
と
き
に
も
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

さ
ん
の
数
が
、
比
率
的
に
多
い
よ
ね
っ
て
い
う
こ
と
は
、
話
に
な
り
ま
し
た
。
神

戸
市
博
さ
ん
で
い
ろ
い
ろ
ご
事
情
が
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
ん

永
惠
：
コ
ピ
ー
代
や
研
修
の
講
師
代
と
か
っ
て
い
う
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
何

か
講
座
と
か
の
た
め
の
予
算
っ
て
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
？

鬼
本
：
そ
う
で
す
、
そ
れ
だ
け
の
た
め
に
つ
い
て
い
ま
す
。
で
も
、
結
局5

年
に1

回
し
か
呼
ば
な
い
、
毎
年
研
修
し
な
い
ん
で
。
研
修
の
時
に
使
う
っ
て
い
う
、
感

じ
で
し
た
ね
。

永
惠
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
伊
丹
市
昆
虫
館
さ
ん
は
、
ス
ポ
ッ
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
け
れ
ど
、
坂
本
さ
ん
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

坂
本
：
フ
ロ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
予
算
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保

険
し
か
つ
い
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
支
出
し
か
し
て
い
な
い
で
す
。
そ
れ
以
外
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
ぽ
い
も
の
を
や
っ
て
い
る
と
か
言
い
ま
し
た
け
ど
、
フ
ロ
ア
ス

タ
ッ
フ
以
外
に
も
個
別
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
い
れ
と
た
こ
と
が
あ
っ
た
り

し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
覚
え
て
な
い
ん
で
す
が
、
交
通
費
程
度
の
謝
金
を
出
す
こ

と
は
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
は
思
い
ま
す
。
で
も
そ
れ
は
、
個
別
案
件
と
し
て
そ

れ
ぞ
れ
そ
の
時
に
相
談
し
て
決
め
た
感
じ
で
す
。

永
惠
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
の
お
話
聞
い
て
ま
す
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保

険
は
活
動
の
中
で
当
然
必
要
な
の
で
掛
け
て
い
る
。
あ
と
は
、場
合
に
よ
っ
て
は
、

研
修
の
講
師
で
あ
っ
た
り
と
か
、
コ
ピ
ー
代
の
負
担
を
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う

の
が
結
論
か
な
と
思
い
ま
す
。
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永
惠
：
さ
て
、
皆
様
チ
ャ
ッ
ト
で
質
問
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ど
ん
ど
ん
進
め
て
も
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
早
速
チ
ャ
ッ
ト
に
書
き
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
岡
山
県
立

美
術
館
様
の
橘
さ
ん
か
ら
で
す
。「
萱
原
様
と
鬼
本
様
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
任
期

を
定
め
て
い
る
理
由
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
？
」
と
い
う
内
容

で
す
。
発
表
の
中
で
、
質
問
に
も
触
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

当
館
の
場
合
は
、
任
期
を
定
め
て
な
い
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
ご
自
身
の

ご
意
思
で
辞
め
ら
れ
る
ま
で
続
け
る
と
い
う
形
に
な
り
ま
す
。
任
期
の
有
無
や
任

期
制
の
メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
教
え
く
だ
さ
い
と
い
う
質
問
で
す
が
、



を
作
っ
て
て
、
そ
れ
を
受
講
し
な
い
と
い
け
な
い
っ
て
い
う
条
件
は
つ
き
ま
す
。

永
惠
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

任
期
っ
て
難
し
い
で
す
よ
ね
。
鬼
本
さ
ん
の
話
で
あ
れ
ば
福
岡
市
美
で
は
、
任
期

を
定
め
た
理
由
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
自
身
か
ら
の
任
期
を
定
め
て
欲
し
い
と

い
う
、
依
頼
と
い
う
か
願
い
の
中
か
ら
進
め
て
き
た
っ
て
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る

と
。
た
だ
、
10
年
経
っ
た
時
の
再
任
っ
て
言
い
ま
し
ょ
う
か
ね
。
何
か
こ
う
言
う

と
何
か
お
役
所
言
葉
み
た
い
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
が
、
再
任
を
妨
げ
る
も
の
で
は

な
い
っ
て
い
う
も
の
で
す
ね
。

当
館
で
は
任
期
を
定
め
て
な
い
っ
て
い
う
話
を
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
う
ち
の

場
合
に
は
、
も
と
も
と
の
制
度
的
な
と
こ
ろ
が
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
、
っ
て
い
う
の

も
あ
り
ま
す
。
考
古
楽
者
さ
ん
に
な
っ
て
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
ど
ん
ど

ん
歴
史
文
化
遺
産
、
要
す
る
に
文
化
財
の
活
用
と
か
保
存
も
し
て
い
た
だ
き
た

い
っ
て
い
う
の
が
あ
る
の
で
、
任
期
を
お
そ
ら
く
定
め
て
な
い
ん
だ
ろ
う
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
一
番
上
の
方
で
86
歳
、
下
は
18
歳
ま
で
が
同
居

し
て
い
る
と
い
う
の
が
、
当
館
の
現
状
で
す
。
橘
さ
ん
、
こ
れ
で
質
問
へ
の
回
答

に
な
っ
て
ま
す
か
ね
。

ご
視
聴
の
皆
様
、
今
日
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
こ
う
い
う
感
じ
で
進
み
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
活
発
に
チ
ャ
ッ
ト
に
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

だ
ろ
う
な
っ
て
い
う
の
は
薄
々
感
じ
て
た
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
活
動
の
目
安
、
必
要
な
人
数
に
対
し
て
ど
う
す
る
の
か
っ
て
い
う
観
点

で
動
い
て
い
る
か
ら
、
人
数
制
限
や
任
期
の
年
限
っ
て
い
う
の
が
あ
る
の
か
な
っ

て
い
う
の
が
、
萱
原
さ
ん
が
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

鬼
本
さ
ん
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鬼
本
：
正
確
に
言
う
と
任
期
を
設
け
て
る
の
は
、
福
岡
市
美
術
館
だ
け
で
す
。
姫
路
市

美
も
な
い
し
、
大
原
も
特
に
任
期
を
ど
う
す
る
か
っ
て
い
う
の
を
、
う
や
む
や

の
内
に
私
が
辞
め
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
、
ち
ょ
っ
と
今
ど
う
な
っ

て
る
か
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
。
少
な
く
と
も
当
初
は
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。

定
年
制
の
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
っ
て
い
う
時
に
、「
そ
れ
は
誰
の
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
な
の
？
」
っ
て
い
う
問
題
、
と
い
う
か
課
題
も
あ
る
と
思
う
ん

で
す
よ
ね
。
館
に
と
っ
て
な
の
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
と
っ
て
な
の
か
、
と

い
う
の
を
、
よ
く
よ
く
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
福
岡
市
美
術
館
の

場
合
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
方
か
ら
、「
任
期
設
け
て
く
だ
さ
い
」
っ
て
進

言
が
あ
り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
る
人
た
ち
に
は
、
い
ろ
ん
な
人
が
い
る
ん

で
す
け
ど
、
す
ご
い
真
面
目
な
人
も
結
構
多
く
て
、「
任
期
が
な
い
と
辞
め
づ
ら

い
」
っ
て
言
わ
れ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
こ
そ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
中
に
は
、

す
ご
い
難
病
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
る
の
に
、
美
術
館
に
や
っ
て
き
ち
ゃ
っ
た
り
す
る

人
も
い
ま
す
。「
い
や
ち
ょ
っ
と
病
気
な
ん
だ
か
ら
、
そ
こ
ま
で
来
な
く
て
大
丈

夫
で
す
よ
」
っ
て
言
っ
た
ら
、「
も
う
ち
ょ
っ
と
任
期
な
い
と
や
め
づ
ら
い
ん
だ

よ
ね
」
と
か
言
わ
れ
て
。
そ
れ
で
、
２
０
０
４
年
に
募
集
す
る
と
き
に
、
や
っ
ぱ

り
任
期
を
設
け
た
ほ
う
が
い
い
か
な
っ
て
な
り
ま
し
た
。
で
も
や
っ
ぱ3

年
と

か5

年
っ
て
短
い
ん
で
ね
。
10
年
だ
っ
た
ら
社
会
も
変
わ
っ
て
る
し
、
本
人
の

状
況
も
変
わ
る
こ
と
が
結
構
あ
る
の
で
、10
年
に
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、10
年
経
っ

て
も
、「
ま
だ
ま
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
続
け
た
い
わ
」
っ
て
い
う
人
は
、
再
応
募
で

き
ま
す
。
ほ
ぼ
フ
リ
ー
バ
ス
な
ん
で
す
が
、
面
接
と
か
は
。
福
岡
市
美
は
面
接
し

て
、
さ
よ
な
ら
っ
て
い
う
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
再
応
募
の
方
は
、
ほ

ぼ
面
談
の
み
っ
て
い
う
状
態
で
面
談
し
て
ま
す
。
た
だ
し
、
研
修
は
あ
り
ま
す
。

新
人
研
修
っ
て
10
回
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
う
ち
必
修
科
目
っ
て
い
う
の
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今
ち
ょ
う
ど
任
期
と
か
の
話
と
か
、
あ
る
い
は
採
用
の
話
が
出
て
き
た
と
思
い

ま
す
が
。
頂
い
た
質
問
の
中
に
で
す
ね
、
活
動
に
関
す
る
研
修
の
頻
度
と
か
時
間

数
を
ど
う
さ
れ
て
い
ま
す
か
、
と
い
う
質
問
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
館

内
で
の
活
動
を
進
め
て
い
く
中
で
の
も
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
ら
れ
て
る
方
に
対

す
る
研
修
な
の
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん
で
す
が
、
今
日
の
発
表
で
は
、
養
成

研
修
的
な
話
は
あ
っ
た
か
な
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
向
け
の
研
修
に
つ
い
て
、
開
催
の
有
無
や
頻
度
を
聞
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
制
度
的
な
と
こ
ろ
で
ま
ず
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。



当
館
の
場
合
で
す
と
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
っ
て
い
う
形
で
普
段
や
っ
て

お
り
ま
す
。こ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、も
と
も
と
養
成
研
修
の
一
環
だ
っ

た
ん
で
す
。
こ
こ
が
話
が
や
や
こ
し
い
ん
で
す
が
、
当
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ

る
考
古
楽
者
っ
て
、
博
物
館
が
無
い
時
代
の
考
古
学
者
養
成
研
修
で
ず
っ
と
養
成

し
て
き
て
い
ま
し
た
。
博
物
館
が
で
き
た
時
に
、
途
中
で
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い

う
、
考
古
楽
者
よ
り
も
、
ラ
イ
ト
な
感
じ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
っ
て
い

う
の
も
構
想
に
あ
っ
た
よ
う
な
ん
で
す
。
資
料
を
調
べ
て
い
く
と
、
考
古
楽
者
養

成
研
修
の
中
の
う
ち
、
い
く
つ
か
を
受
け
な
き
ゃ
い
け
な
い
も
の
を
受
け
て
、
な

お
か
つ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
受
け
る
形
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
が
研
修
と
し
て

は
、
い
ま
で
は
２
つ
に
分
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
っ
た
後
で
、
よ
り
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
詳
し
い
考
古
学

の
話
と
か
を
内
容
に
し
て
い
ま
す
。

つ
い
、
一
昨
日
も
、
当
課
の
課
長
が
東
播
磨
地
域
の
須
恵
器
生
産
の
話
を
し
た

り
と
か
、
私
が
専
門
の
お
城
の
話
と
か
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
話
と
か
も
し
た
ん
で
す
け
ど
、

そ
う
い
っ
た
が
っ
つ
り
専
門
の
話
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
外
部
講
師
を

呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
近
年
は
お
招
き
し
て
い
な
い
で
す
が
、
博
物
館
の
教
育

普
及
で
有
名
な
、
染
川
香
澄
さ
ん
を
お
呼
び
し
た
り
と
か
も
し
て
、
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
っ
て
い
う
の
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、昨
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
総
会
が
あ
っ
て
、
そ
の
場
で
話
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
学
校
団
体
が
４
月
に
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
団
体
対
応
の
や
り
か
た
を
改
め
て
確
認
す
る
よ

う
な
研
修
を
「
し
た
い
、
し
て
欲
し
い
」
し
、「
や
る
ぞ
、
や
り
た
い
ぞ
」
っ
て

い
う
意
見
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
側
の
方
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
て
、
研
修
と
し

て
計
画
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
い
っ
た
形
で
、
求
め
に
応
じ
て
す
る
の

は
当
然
ご
ざ
い
ま
す
し
、
そ
れ
に
加
え
て
、
館
と
し
て
も
年
に
１
回
２
回
は
確
実

に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
と
い
い
ま
し
ょ
う
か
ね
。考
古
学
の
専
門
的
な
話
あ
れ
ば
、

来
館
者
対
応
と
か
活
動
の
内
容
に
つ
い
て
、
当
館
で
は
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
い
う

形
で
研
修
を
し
て
い
る
と
い
う
の
が
、
今
で
す
ね
。
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の

時
間
も
１
コ
マ
、
長
く
て
90
分
、
短
か
っ
た
ら
60
分
ぐ
ら
い
で
や
っ
て
い
る
と
い

う
と
こ
ろ
で
す
。
ほ
か
皆
様
ど
う
で
す
か
ね
。

鬼
本
：
３
つ
の
美
術
館
の
話
な
の
で
、
本
当
そ
れ
ぞ
れ
な
ん
で
す
。

姫
路
市
立
美
術
館
に
つ
い
て
言
う
と
、
各
グ
ル
ー
プ
に
担
当
学
芸
員
が
つ
い
て

る
っ
て
お
伝
え
し
た
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
の
学
芸
員
が
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
り
と

か
い
う
の
は
し
て
ま
す
。
企
画
展
と
か
、コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
変
え
た
と
き
に
は
、

必
ず
レ
ク
チ
ャ
ー
を
や
る
っ
て
い
う
の
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
な
ん
か
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
が
事
務
室
に
や
っ
て
き
て
、
そ
の
担
当
学
芸
員
に
「
他
の
グ
ル
ー
プ

も
や
っ
て
る
か
ら
研
修
し
て
よ
」
み
た
い
な
意
見
や
「
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
よ
」
み

た
い
な
こ
と
を
言
っ
て
た
っ
て
私
聞
い
て
、「
何
だ
っ
て
！
よ
し
よ
し
！
」
み
た

い
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
や
っ
て
担
当
者
が
成
長
す
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。大

原
美
術
館
に
つ
い
て
言
う
と
、
こ
れ
も
だ
い
ぶ
ん
、
記
憶
が
お
ぼ
ろ
な
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
館
が
関
連
す
る
大
き
い
イ
ベ
ン
ト
と
か
が
そ
こ
そ
こ
あ

る
の
で
、そ
の
前
に
何
か
こ
う
み
ん
な
集
ま
っ
て
「
こ
う
い
う
こ
と
し
ま
し
ょ
う
」

み
た
い
な
こ
と
は
、
お
話
し
た
り
は
し
て
ま
し
た
。

福
岡
市
美
は
本
当
に
グ
ル
ー
プ
で
は
っ
き
り
と
活
動
が
分
か
れ
て
い
る
の
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
言
う
と
、
夏
の
子
供
向
け
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
と
か

し
て
も
ら
っ
た
り
す
る
の
で
、そ
の
時
に
研
修
を
し
た
り
で
す
と
か
。
そ
れ
か
ら
、

や
っ
ぱ
何
年
か
に
１
回
、
ち
ょ
っ
と
リ
カ
レ
ン
ト
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

ガ
イ
ド
の
仕
方
や
、
そ
も
そ
も
の
こ
の
ガ
イ
ド
の
目
的
っ
て
何
で
し
ょ
う
か
み
た

い
な
こ
と
は
、
レ
ク
チ
ャ
ー
と
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。

永
惠
：
ガ
イ
ド
に
関
す
る
研
修
の
話
は
、
我
々
の
昨
日
の
総
会
の
中
で
出
て
き
ま
し
た

ね
。
昔
の
解
説
と
今
の
解
説
で
は
、
解
説
の
あ
り
方
が
ず
れ
て
き
て
る
じ
ゃ
な

い
か
っ
て
い
う
ふ
う
に
、
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
す
る
方
が
い
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
事

情
が
あ
っ
て
今
の
形
に
は
な
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
昔
と
違
っ
て
い
る
ん
で
す
、

お
そ
ら
く
そ
の
リ
カ
レ
ン
ト
と
い
う
か
、
学
び
直
し
っ
て
大
変
で
す
よ
ね
。
活
動

を
や
っ
て
い
く
中
で
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
す
る
、
或
い
は
基
本
に
立
ち
返
る
っ

て
い
う
の
は
必
要
に
な
っ
て
く
る
し
、
あ
っ
た
方
が
い
い
の
か
な
っ
て
い
う
と
こ

ろ
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
神
戸
市
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
。

萱
原
：
研
修
に
つ
い
て
で
す
が
、
先
ほ
ど
も
お
話
に
あ
っ
た
通
り
、
現
役
生
向
け
に
は
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研
修
っ
て
い
う
名
目
で
、
更
新
研
修
が
２
回
あ
り
ま
す
。
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
い
う

面
で
は
、
交
流
員
さ
ん
の
方
か
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
こ

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
向
け
て
こ
う
い
う
勉
強
が
し
た
い
・
浮
世
絵
に
つ
い
て

勉
強
し
た
い
・
銅
鐸
に
つ
い
て
勉
強
し
た
い
っ
て
い
う
お
声
が
あ
っ
た
と
き
に
、

担
当
学
芸
員
が
、
館
内
の
専
門
の
学
芸
員
と
調
整
を
し
な
が
ら
、
年
最
低1

回

は
、
学
芸
員
と
か
指
導
主
事
が
講
師
と
な
る
勉
強
会
は
し
て
い
ま
す
。
多
い
年
で

4

回
ぐ
ら
い
は
し
て
い
た
と
は
聞
い
て
い
ま
す
。
あ
と
は
博
物
館
と
し
て
の
イ
ベ

ン
ト
講
座
で
す
ね
。
そ
う
い
っ
た
と
き
に
補
助
と
し
て
、
何
名
か
来
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
も
、
そ
の
と
き
の
講
座
を
聞
い
て
も
ら
う
の
も
、1

つ

の
勉
強
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
な
っ
て
る
か
な
っ
て
い
う
ふ
う
に
も
思
い
ま
す
。

あ
と
は
現
役
の
方
向
け
と
な
る
と
、
交
流
員
さ
ん
同
士
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
会
・
勉
強
会
を
、そ
れ
ぞ
れ
の
声
か
け
人
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ

て
、そ
れ
ぞ
れ
「
来
週
こ
ん
な
勉
強
会
し
ま
す
よ
、ち
ょ
っ
と
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
会
し
ま
す
よ
」
っ
て
い
う
の
も
、
や
っ
て
い
ま
す
。
最
近
だ

と
、
来
月
か
ら
新
し
い
方
が
入
っ
て
こ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
定
期
的
に
行
っ

て
い
る
、
居
留
ツ
ア
ー
っ
て
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
も
、
お

客
様
の
ち
ょ
っ
と
入
れ
て
の
ツ
ア
ー
は
一
旦
、
来
月
は
お
休
み
し
て
、
実
際
に
交

流
員
さ
ん
同
士
、
新
し
い
人
も
含
め
て
現
役
の
方
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
含
め
て
、
実

際
に
現
地
、
館
外
に
行
っ
て
勉
強
会
と
か
を
実
施
し
ま
す
し
、
お
互
い
に
「
も
っ

と
こ
こ
は
こ
う
い
う
し
ゃ
べ
り
方
に
し
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
っ
て
い

う
こ
と
を
や
っ
て
み
よ
う
よ
み
た
い
な
話
を
し
て
、
実
際
に
来
月
ち
ょ
っ
と
や
っ

て
も
ら
っ
た
り
っ
て
い
う
の
は
あ
り
ま
す
。

永
惠
：
坂
本
さ
ん
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

坂
本
：
僕
の
や
っ
て
き
た
フ
ロ
ア
ス
タ
ッ
フ
は
、
ず
っ
と
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
じ
ゃ

な
い
の
で
、
若
干
絡
み
づ
ら
い
質
問
で
す
。
博
物
館
実
習
の
学
生
さ
ん
も
一
緒

に
フ
ロ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
入
っ
て
い
た
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
け
ど
、、
年
に
よ
っ

て
は
、
実
習
生
の
人
は
フ
ロ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
し
な
が
ら
、
館
の
別
の
業
務
の
実

習
、
例
え
ば
収
蔵
庫
の
案
内
と
か
、
飼
育
を
少
し
展
示
室
以
外
で
も
手
伝
っ
て

も
ら
う
と
か
、
野
外
に
昆
虫
を
捕
り
に
行
く
と
か
。
そ
う
い
う
こ
と
を
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。。
そ
の
時
に
可
能
だ
っ
た
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
も
一
緒
に

や
っ
て
も
ら
う
み
た
い
な
こ
と
は
、
割
と
臨
機
応
変
に
し
て
い
ま
し
た
。
で
も

そ
の
時
、
そ
の
日
に
来
て
い
た
人
だ
け
に
な
る
ん
で
す
け
ど
ね
。
全
然
組
織
立
っ

て
な
い
ん
で
す
け
ど
、「
ち
ょ
っ
と
私
も
飼
育
し
た
い
」
と
い
う
感
じ
の
話
が
出

た
ら
、「
ほ
な
や
ろ
か
」
と
言
っ
て
一
緒
に
や
る
み
た
い
な
感
じ
で
す
ね
。
そ
う

い
う
感
じ
で
ち
ょ
っ
と
や
る
み
た
い
な
こ
と
は
や
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
と
、
さ
っ

き
研
修
は
１
回
と
言
い
ま
し
た
が
、
ご
く
た
ま
に
2
回
や
っ
て
い
る
年
が
が
あ
っ

て
、
そ
の
時
に
は
休
館
日
に
集
ま
っ
て
も
ら
っ
て
、
自
分
た
ち
の
フ
ロ
ア
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
言
い
合
っ
て
、
ま
と
め
て
発
表
す
る
っ
て
い
う
内
容
も

や
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
結
構
盛
り
上
が
り
ま
し
た
ね
。
そ
ん
な
こ
と
を
や
っ

て
い
ま
し
た
。

永
惠
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
や
、
よ
く
考
え
れ
ば
当
館
で
も
、
講
座
の
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト
に
際
し
て
、
し
っ
か
り
と
部
屋
も
決
ま
っ
て
い
て
、
講
座
を
や
っ

て
い
る
、
あ
る
い
は
募
集
型
の
講
座
を
や
っ
て
い
る
っ
て
言
い
ま
し
た
が
、
そ

れ
に
加
え
て
、
去
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
ご
参
加
の
方
は
た
ぶ
ん
ご
説
明
を
し
た

と
思
う
ん
で
す
が
、『
週
末
の
古
代
体
験
』
と
い
う
の
や
っ
て
お
り
ま
し
て
、
館

内
で
突
然
開
始
す
る
イ
ベ
ン
ト
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
最
終
的
に
何
か
館
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
も
の
を
、
お
試
し
で
す
る
場
所
で
あ
っ

た
り
す
る
ん
で
す
。
来
館
者
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
く
て
、
館
内
が
ガ
ラ
ガ
ラ

の
と
き
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
そ
う
い
う
時
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
「
な
に

し
て
ん
の
？
手
伝
う
で
」
っ
て
言
っ
て
、体
験
ブ
ー
ス
に
寄
っ
て
く
れ
て
、手
伝
っ

て
く
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
研
修
で
は
な
い
ん
で
す
が
、『
週

末
の
古
代
体
験
』
の
内
容
に
つ
い
て
、「
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
こ
ん
な
も
の
が

あ
っ
て
こ
ん
な
こ
と
す
る
ん
だ
よ
」、「
じ
ゃ
あ
手
伝
う
か
ら
詳
し
く
教
え
て
ね
」

「
い
い
よ
」
っ
て
い
う
ふ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
普
段
か
ら
と
っ
て
い

る
か
な
あ
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

３
館
の
話
か
ら
は
、
他
館
の
皆
さ
ん
等
し
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
求
め
に

応
じ
て
、
普
段
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
対
す
る
活
動
に
関
す
る
研
修
を
さ
れ
て
い

る
と
い
う
の
が
、
大
き
な
ま
と
め
に
な
る
の
か
な
と
今
思
い
ま
し
た
。
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永
惠
：
今
、
リ
ア
ル
チ
ャ
ッ
ト
が
届
き
ま
し
た
。
実
際
に
、
会
場
内
か
ら
本
物
の
紙
が

届
い
た
ん
で
す
が
、
坂
本
さ
ん
の
話
の
中
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
学
生
さ
ん

が
い
る
、
ま
た
は
博
物
館
実
習
の
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
い
る
っ
て
話
が
あ
っ

た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
年
齢
構
成
と
し
て
、
各
館
の
皆
さ
ん
ど
う
で
す
か
、
若

い
方
っ
て
こ
ら
れ
て
い
ま
す
か
。
若
い
学
生
さ
ん
と
か
、
60
歳
以
下
も
含
め
て
で

す
が
、
若
い
方
が
ど
れ
ぐ
ら
い
、
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
な
あ
と
い
う
の
が
、
気
に

は
な
っ
て
い
ま
す
。
当
館
で
す
と
、
学
生
さ
ん
の
登
録
は
10
名
近
く
か
な
。
最
近

は
ち
ょ
っ
と
増
え
て
は
き
て
い
ま
す
。
坂
本
さ
ん
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

坂
本
：
記
憶
で
言
う
ん
で
す
が
、
基
本
的
に
は
シ
ニ
ア
世
代
、
60
〜
70
代
ぐ
ら
い
の
人

が
多
か
っ
た
で
す
。
中
に
は
現
役
世
代
の
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
例

え
ば
こ
れ
ま
で
来
た
人
で
は
、
40
〜
50
代
ぐ
ら
い
で
昆
虫
に
か
ん
す
る
仕
事
を
し

て
お
ら
れ
る
人
だ
っ
た
り
、
も
し
く
は
学
校
の
先
生
で
、
虫
の
こ
と
を
覚
え
た

い
っ
て
い
う
こ
と
で
来
ら
れ
た
り
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

永
惠
：
理
科
の
先
生
で
す
か
。

坂
本
：
小
学
校
の
先
生
で
し
た
ね
。
理
科
に
強
い
先
生
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
。
あ
と
、

若
い
人
で
も
何
例
か
あ
っ
て
、
虫
が
好
き
で
、
せ
っ
か
く
だ
か
ら
昆
虫
館
で
活

動
し
た
い
っ
て
言
う
て
こ
ら
れ
る
20
代
ぐ
ら
い
の
方
が
、
何
人
か
入
っ
て
き
た

こ
と
が
あ
り
し
ま
し
た
。
あ
と
は
友
の
会
と
か
館
の
行
事
に
子
供
の
頃
に
来
て

い
て
、
館
の
ス
タ
ッ
フ
と
顔
見
知
り
と
い
う
お
子
さ
ん
が
大
学
生
ぐ
ら
い
に
な
っ

て
、
フ
ロ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
来
る
と
い
う
例
も
あ
り
ま
し
た
。
う
ち
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
っ
て
毎
年
募
集
し
て
毎
年
解
散
す
る
ん
で
す
け
ど
、
前
年
の
人
に
は
募

集
の
案
内
を
す
る
の
で
、
来
る
人
は
何
年
も
来
る
ん
で
す
よ
ね
。
10
年
以
上
来
て

い
る
人
も
い
る
ん
で
す
。
結
構
定
着
率
は
良
く
て
、
何
年
も
続
け
て
参
加
す
る
っ

て
い
う
の
は
若
い
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。

永
惠
：
短
期
間
な
ん
だ
け
ど
、
来
て
く
れ
た
時
に
お
声
掛
け
を
す
る
か
ら
継
続
し
て
続

い
て
い
っ
て
る
っ
て
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
鬼
本
さ
ん
い
か

が
で
す
か
。

鬼
本
：
見
た
目
が
若
い
な
っ
て
人
も
、
結
構
い
ま
す
。
実
は
で
す
ね
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
の
年
齢
っ
て
幾
つ
か
、
み
ん
な
知
ら
な
い
ん
で
す
よ
。

永
惠
：
え
？

鬼
本
：
聞
い
て
な
い
で
す
、
年
齢
。
姫
路
は
聞
い
て
る
の
か
な
。
福
岡
市
美
は
少
な
く

と
も
年
齢
・
性
別
を
聞
か
な
い
こ
と
に
し
ま
す
。

永
惠
：
年
齢
も
性
別
も
で
す
か
？

鬼
本
：
聞
い
て
な
い
と
思
い
ま
す
。
年
齢
は
も
う
募
集
要
項
か
ら
外
し
た
っ
て
い
う
こ

と
が
あ
っ
て
、
別
に
何
歳
で
も
で
き
る
ん
だ
っ
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
っ
て
い
う

考
え
で
、
一
応
年
齢
の
下
限
の
方
は
、
確
か
決
め
て
ま
し
て
。
姫
路
も
福
岡
も
18

歳
以
上
っ
て
い
う
ふ
う
に
、
確
か
年
限
を
し
て
た
と
思
い
ま
す
。
上
の
方
の
年
齢

は
知
ら
な
い
で
す
。
み
ん
な
に
何
歳
か
わ
か
ん
な
い
で
す
。

永
惠
：
そ
れ
は
た
ぶ
ん
、
ど
の
館
も
そ
う
か
な
、
聞
く
の
が
怖
い
っ
て
の
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
け
ど
。

鬼
本
：
何
か
ね
ぇ
、
本
当
幾
つ
か
わ
か
ん
な
い
人
が
何
人
も
い
ま
す
。
年
齢
を
聞
い
て

み
て
驚
く
っ
て
い
う
こ
と
は
、
あ
り
ま
す
。
あ
ん
ま
り
若
い
人
か
ど
う
か
っ
て
い

う
の
を
そ
ん
な
に
気
に
し
て
な
い
で
す
。
い
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
け
れ
ど

も
。
や
っ
ぱ
り
、
年
齢
で
ど
う
こ
う
っ
て
い
う
こ
と
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
ま
す

ね
。
大
学
生
も
い
ま
し
た
し
。
い
た
ん
だ
け
れ
ど
も
最
近
見
な
い
な
っ
て
い
う
感

じ
か
な
。

永
惠
：
当
館
も
大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
結
構
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
け
ど
、

や
っ
ぱ
大
学
生
さ
ん
の
場
合
に
は
就
職
を
し
た
と
き
に
、
う
ち
に
実
際
通
え
な
く

な
っ
ち
ゃ
う
人
も
い
て
、
結
果
的
に
登
録
を
や
め
て
し
ま
う
っ
て
人
も
い
ま
す
。

一
方
で
、
ご
出
身
が
兵
庫
県
内
で
、
さ
ら
に
県
内
企
業
に
勤
め
ら
れ
て
、
ま
だ
い

ら
っ
し
ゃ
っ
て
る
っ
て
パ
タ
ー
ン
も
あ
っ
た
り
と
か
で
、
様
々
な
ん
で
す
。
様
々

な
ん
だ
け
ど
、
若
い
方
を
年
齢
を
基
準
と
し
て
分
け
て
し
ま
う
と
、
少
な
め
目
で

は
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
逆
に
福
岡
市
美
さ
ん
で
は
そ
も
そ
も
聞
い
て
い
な
い
。
し

た
い
人
が
来
て
く
だ
さ
い
、
っ
て
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

鬼
本
：
18
歳
以
上
っ
て
い
う
こ
と
し
か
言
っ
て
な
い
ん
で
。

永
惠
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
萱
原
さ
ん
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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萱
原
：
う
ち
は
年
齢
は
、
登
録
票
更
新
時
に
登
録
票
っ
て
い
う
も
の
を
出
し
て
も
ら
う

ん
で
す
け
ど
。
そ
ん
時
に
、
お
聞
き
は
し
て
ま
す
し
、
交
流
員
さ
ん
自
身
も
、
何

か
年
齢
は
気
に
さ
れ
て
い
ま
す
。「
定
年
っ
て
あ
る
ん
で
す
か
」
っ
て
聞
か
れ
た

り
し
て
、「
う
ち
は
な
い
で
す
よ
、
も
う
80
で
も
90
で
も
い
つ
で
も
、
お
元
気
な

ら
100
歳
ま
で
活
動
し
て
も
い
い
で
す
よ
」
っ
て
い
う
の
を
、
こ
の
あ
い
だ
話
し
た

ば
っ
か
り
で
す
。

年
齢
の
割
合
と
し
て
は
大
体
60
歳
か
ら
70
歳
の
方
々
が
中
心
と
な
っ
て
、
前
後

で
50
歳
代
の
人
と
最
高
齢
の
80
歳
、
80
ち
ょ
っ
と
行
っ
て
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
っ
て
い
う
状
況
で
、
若
い
人
が
本
当
に
全
然
い
な
い
で
す
。
去
年
や
一
昨
年
ま

で
は
大
学
院
生
が
い
た
ん
で
す
け
ど
も
、
先
ほ
ど
お
話
に
も
あ
り
ま
し
た
通
り
、

就
職
を
機
に
離
れ
る
か
ら
辞
め
ま
す
っ
て
い
う
ふ
う
な
こ
と
で
辞
め
て
い
か
れ
ま

し
た
。
な
の
で
、
本
当
に
う
ち
は
も
う
、
シ
ニ
ア
世
代
し
か
い
な
い
っ
て
い
う
状

況
で
す
ね
。
昔
の
状
況
は
、
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
け
ど
も
、
現
状
と
し
て
は
、
そ

の
よ
う
な
感
じ
で
す
。

て
ま
す
ね
。
必
要
に
応
じ
て
人
生
相
談
を
受
け
た
り
は
し
ま
す
よ
。「
考
古
学
の

道
に
進
む
場
合
に
は
ど
う
し
ま
し
ょ
う
か
」
と
か
、「
土
器
の
実
測
教
え
て
く
だ

さ
い
」
と
か
、
そ
う
い
う
の
は
あ
り
ま
す
け
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
ど
う

こ
う
っ
て
な
る
と
特
に
意
識
を
し
て
な
い
か
な
あ
。
今
も
学
生
の
子
が
い
る
か
ら

特
に
な
い
で
す
ね
、
こ
れ
と
い
っ
て
。

萱
原
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

永
惠
：
大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
続
か
な
い
っ
て
の
は
、
事
実
だ
と
思
い
ま
す
。
学

生
さ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
経
験
す
る
人
生
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
す
ご
い
お
っ
き

い
の
で
や
む
を
得
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
定

着
し
て
く
れ
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
ま
だ
ま
だ
い
ろ
ん
な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
、

当
然
き
っ
か
け
は
あ
る
ん
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
ず
っ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
い
て
く

れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
、
博
物
館
に
と
っ
て
は
あ
り
が
た
い
で
す
。
他
に
今

の
萱
原
さ
ん
の
リ
ア
ル
チ
ャ
ッ
ト
の
方
の
質
問
で
何
か
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

鬼
本
：
全
く
違
う
グ
ル
ー
プ
を
大
原
美
術
館
は
作
っ
て
ま
す
。
ジ
ュ
ニ
ア
ア
テ
ン
ダ
ン

ト
っ
て
言
っ
て
、
高
校
生
と
大
学
生
の
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
い
う
よ
り
、
ほ
と

ん
ど
イ
ン
タ
ー
ン
み
た
い
な
感
じ
な
ん
で
す
ね
。
無
償
の
イ
ン
タ
ー
ン
み
た
い
な

感
じ
な
ん
で
す
。
最
終
的
な
目
的
が
、「
自
分
た
ち
で
企
画
を
立
て
る
」
っ
て
い

う
と
こ
ろ
ま
で
持
っ
て
い
く
っ
て
い
う
も
の
で
す
。
も
う
本
当
職
業
訓
練
で
す
よ

ね
。
そ
れ
を
や
り
や
っ
て
ま
す
。

永
惠
：
企
画
っ
て
何
の
企
画
で
す
か
？
展
示
の
企
画
で
す
か
？

鬼
本
：
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
企
画
で
す
。
福
岡
市
美
で
も
実
は
や
っ
て
て
、
い
ま
は
だ
い

ぶ
縮
小
し
ま
し
た
が
、
福
岡
市
美
術
館
で
は
夏
休
み
に
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
し
て
も
ら
う
っ
て
い
う
こ
と
を
ず
っ
と
や
っ
て
た
ん
で

す
。
今
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー
っ
て
い
う
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
ん
で
す
が
、
中

心
は
福
岡
教
育
大
学
の
学
生
さ
ん
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
近
隣
の
学
生
さ
ん
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
来
て
も
ら
う
っ
て
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
１
回
だ
け
研
修
と
い
う
か
、
事
前
説
明
会
っ
て
い
う
の
を
し
て
、
当
日
き

て
も
ら
う
っ
て
い
ま
す
。
学
生
さ
ん
や
っ
ぱ
り
そ
の
生
活
ス
タ
イ
ル
が
違
っ
て

た
り
と
か
す
る
ん
で
。
あ
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
る
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
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大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
や
継
続
性

萱
原
：
あ
と
、
う
ち
も
横
か
ら
、
リ
ア
ル
チ
ャ
ッ
ト
が
飛
ん
で
き
ま
し
た
。
い
ま
別
の

担
当
者
も
が
隣
に
い
る
ん
で
す
け
ど
も
、
う
ち
に
も
、
時
々
大
学
生
さ
ん
か
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
18
歳
以
上
っ
て
し
て
る
の
で
、
申
し
込
ん
で
き
て
く
れ
る
ん
で
す
け

ど
も
、結
局
内
情
を
見
る
と
ほ
と
ん
ど
活
動
に
参
加
し
て
な
い
、登
録
し
て
な
い
っ

て
い
う
状
況
な
ん
で
す
ね
。
申
し
込
ん
で
く
れ
た
け
ど
、
研
修
受
け
て
る
う
ち
に

消
え
ち
ゃ
っ
た
っ
て
い
う
パ
タ
ー
ン
な
ん
で
す
。
他
の
館
で
は
、
学
生
さ
ん
に
何

を
し
て
も
ら
っ
て
る
か
と
か
、学
生
さ
ん
だ
か
ら
こ
ん
な
こ
と
を
、や
っ
て
も
ら
っ

て
る
・
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
み
た
い
な
こ
と
、
ど
ん
な
感
じ
で
学
生
さ
ん
に
参

加
し
て
も
ら
っ
て
る
の
か
な
、
っ
て
い
う
の
を
聞
き
な
が
ら
思
っ
た
ん
で
す
け
ど

も
、
何
か
あ
り
ま
す
か
。

永
惠
：
当
館
で
は
、
特
に
学
生
さ
ん
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
何
か
特
別
な
こ
と
を
し
て
も

ら
っ
て
い
る
、
て
い
う
の
は
な
い
で
す
。
通
常
の
活
動
の
中
で
対
応
し
て
も
ら
っ



い
あ
る
か
ら
、
別
に
設
け
て
る
っ
て
い
う
感
じ
で
す
。
ち
ょ
っ
と
面
白
い
の
が
、

そ
う
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
卒
業
し
た
人
と
今
仕
事
し
て
る
み
た
い
な
。
ち
ょ
っ

と
教
育
普
及
の
専
門
の
学
芸
員
と
し
て
は
嬉
し
い
。

萱
原
：
す
ご
い
で
す
ね
。

永
惠
：
坂
本
さ
ん
い
か
が
で
す
か
。

坂
本
：
う
ち
も
そ
ん
な
に
な
い
で
す
が
、
先
ほ
ど
言
い
忘
れ
て
い
た
事
が
あ
り
ま
し

た
。
当
館
で
は
、
中
学
生
の
人
に
フ
ロ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
入
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
フ
ロ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
言
っ
て
も
、
夏
の
特
別
展
で
は
な
く
て
別

の
小
規
模
な
展
示
で
で
す
。
虫
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
と
い
う
の
を
や
っ
て
も
ら
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
時
に
友
の
会
に
参
加
し
て
い
る
兄
弟
が
「
ス
タ
ッ

フ
や
り
た
い
。」
と
言
う
て
来
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
入
っ
て

も
ら
う
と
い
う
こ
と
を
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
お
客
さ
ん
に
接
す
る
と
き
に
は
、

他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
つ
い
た
り
し
て
、
見
守
る
よ
う
な
形
に
は
し
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
本
人
た
ち
も
楽
し
く
、

お
客
さ
ま
も
す
ご
く
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外

の
学
生
さ
ん
で
は
、
フ
ロ
ア
ス
タ
ッ
フ
で
い
う
と
、
博
物
館
実
習
で
実
習
を
し

て
、
面
白
か
っ
た
か
ら
翌
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
き
ま
す
っ
て
い
う
学
生
さ
ん

は
時
々
い
る
と
い
う
例
が
あ
る
の
と
、
個
別
に
希
望
す
る
話
が
あ
っ
た
り
し
た
時

に
、
個
別
に
来
て
も
ら
う
み
た
い
な
こ
と
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

先
ほ
ど
イ
ン
タ
ー
ン
み
た
い
な
こ
と
で
っ
て
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
け
ど
、
イ

ン
タ
ー
ン
ま
で
仰
々
し
く
は
な
い
ん
で
す
け
ど
も
、
専
門
的
な
知
識
を
持
っ
て
る

人
だ
っ
た
ら
、
イ
ン
タ
ー
ン
に
近
い
形
で
何
で
も
や
り
ま
し
ょ
う
的
な
こ
と
で
関

わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
し
、
そ
う
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
お
手
伝
い
み
た
い
な
形

で
受
け
入
れ
る
っ
て
い
う
こ
と
は
、過
去
に
は
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。学
生
じ
ゃ

な
い
ん
で
す
が
、
個
別
の
中
に
は
東
日
本
大
震
災
の
後
に
、
当
館
で
は
被
災
し
た

博
物
館
の
標
本
の
レ
ス
キ
ュ
ー
を
一
部
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、

ぜ
ひ
参
加
さ
せ
て
欲
し
い
と
、
申
し
出
が
あ
り
、
そ
れ
で
、
一
定
期
間
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
を
し
た
り
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

永
惠
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
と
い
う
と
こ
ろ
と
か
に
も
、
話
が
広

が
っ
て
き
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
限
ら
ず
、
い
ろ
ん
な
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
ん
だ

な
っ
て
い
う
こ
と
や
、
そ
れ
ら
の
パ
タ
ー
ン
に
当
て
は
ま
ら
ず
に
、
個
別
で
対
応

す
る
場
合
も
あ
る
っ
て
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
で
い
く
と
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
は
厳
密
に
は
な
い
ん
で
す
け
ど
、
当
館
で
は
竪
穴
住
居
復
元
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
学
習
支
援
課
が
、
私
も
な
ん
で
す
け
ど
、
竪
穴
住

居
を
ヨ
シ
刈
り
を
す
る
と
こ
ろ
か
ら
実
施
し
て
、
竪
穴
住
居
を
復
元
し
て
い
る
ん

で
す
。
そ
こ
に
、
当
館
の
近
隣
に
あ
り
ま
す
国
立
明
石
高
専
の
学
生
さ
ん
に
来
て

い
た
だ
い
て
一
緒
に
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
し
て
い
る
っ
て
い
う
の
は
、

確
か
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
え
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
な
あ
と
い
う
ふ
う
に
は
思

え
な
く
も
な
い
で
す
。
研
修
と
か
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
一
緒
に
作

業
を
し
な
が
ら
、
や
っ
て
い
る
形
で
す
ね
。
で
す
か
ら
、
今
の
ご
質
問
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
に
何
か
特
定
の
こ
と
や
っ
て
る
わ
け
で
は
な
い
、
或
い
は
そ
の
形

で
は
な
い
ん
だ
け
ど
、
来
て
も
ら
っ
た
学
生
と
い
う
特
性
を
生
か
し
た
別
個
の
こ

と
を
し
て
い
る
と
か
、
個
別
の
対
応
し
て
い
る
っ
て
の
が
答
え
な
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
感
じ
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
ね

萱
原
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

永
惠
：
今
で
す
ね
、
年
齢
の
話
か
ら
、
学
生
の
話
に
も
な
り
ま
し
た
が
、
年
齢
層
も
た

く
さ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
中
に
は
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
、
聞
い
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
の
仲
間
づ
く
り
へ
の
働
き
か
け
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永
惠
：
い
ま
兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
の
中
村
さ
ん
と
い
う
方
か
ら
で
す
ね
、
チ
ャ
ッ
ト

が
入
り
ま
し
た
。
読
み
上
げ
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
と
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
同
士
の
仲
間
づ
く
り
も
重
要
か
と
思
う
の
で
す
が
、
何
か
そ
れ
に
対
し
て

館
と
し
て
働
き
か
け
、
そ
う
い
う
仲
間
づ
く
り
に
対
し
て
、
働
き
か
け
を
し
た
り

と
か
、
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
っ
と
い
う
質
問
が
入
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
に
関
わ
る
こ
と
で
す
の
で
、
事
前
に
い

た
だ
い
て
る
質
問
の
中
に
も
、
同
じ
く
、
人
生
の
先
輩
が
多
い
と
思
わ
れ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
の
円
滑
な
関
係
を
築
く
秘
訣
が
あ
れ
ば
っ
て
い
う
質
問
が
あ
り



ま
し
た
。
質
問
の
内
容
と
し
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
職
員
の
話
に
な
っ
て

き
ま
す
け
れ
ど
も
、
仲
間
づ
く
り
全
体
の
話
と
い
う
点
で
何
か
な
い
の
か
意
識
さ

れ
て
る
こ
と
や
、
働
き
か
け
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
と
い
う
質
問
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
短
期
で
は
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、
フ
ロ
ア
ス
タ
ッ

フ
さ
ん
へ
の
対
応
と
い
う
中
で
、
日
誌
を
書
か
れ
て
た
の
が
、
坂
本
さ
ん
の
ご
発

表
の
中
に
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
従
事
す
る
期
間
が
短
い
期
間
だ
け
ど
、
何
か

働
き
か
け
と
い
う
か
、何
か
そ
れ
以
外
の
、あ
れ
は
職
員
と
フ
ロ
ア
ス
タ
ッ
フ
だ
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、
あ
れ
確
か
ス
タ
ッ
フ
の
み
で
す
よ
ね
、
確
か
。

坂
本
：
朝
と
夕
方
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
基
本
的
に
は
ス
タ
ッ
フ
が
一
緒
に
つ
い
て
お

こ
な
う
の
で
、
そ
れ
が
１
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
に
は
な
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
う
い
う
内
容
な
の
で
、
特
に
仲
間
作
り
に
対
し
て
の
働
き
か
け
っ
て
い

う
ま
で
は
い
か
な
い
ん
で
す
。
で
も
、
例
え
ば
展
示
室
で
の
活
動
で
す
と
、
一

日
の
中
で
の
シ
フ
ト
を
作
る
ん
で
す
。
休
憩
時
間
は
順
番
に
交
代
に
取
り
ま
し
ょ

う
と
か
、
そ
う
い
う
感
じ
で
や
っ
て
い
く
の
で
、
そ
の
時
に
同
じ
休
憩
時
間
に
な

る
人
と
は
お
し
ゃ
べ
り
を
よ
く
す
る
と
か
も
あ
る
の
で
、
学
芸
員
が
シ
フ
ト
を
組

む
と
き
に
は
、
で
き
る
だ
け
異
な
る
人
と
当
た
る
よ
う
に
す
る
と
か
、
そ
う
い
う

事
は
し
て
い
ま
し
た
。
あ
と
、
過
去
の
フ
ロ
ア
ス
タ
ッ
フ
で
は
特
別
展
が
終
わ
っ

た
時
に
は
打
ち
上
げ
を
す
る
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
で
の
交
流
っ
て
い
う
の
は
あ

り
ま
し
た
ね
。

永
惠
：
す
ご
く
ぶ
っ
ち
ゃ
け
た
話
に
な
る
ん
で
す
け
ど
、
フ
ロ
ア
ス
タ
ッ
フ
集
ま
っ
て

み
た
も
の
の
、
す
げ
え
仲
悪
そ
う
っ
て
い
う
の
と
か
あ
る
ん
で
す
か
？

坂
本
：
そ
ん
な
に
な
い
ん
で
す
け
ど
、「
ち
ょ
っ
と
こ
の
人
し
ん
ど
い
で
す
」
み
た
い

な
こ
と
を
、
他
の
フ
ロ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
人
か
ら
、
言
わ
れ
る
っ
て
い
う
こ
と
は
、

な
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
し
た
。
個
人
日
誌
は
そ
う
い
う
と
き
に
機
能
し
た
り
も
し

ま
す
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
か
で
は
そ
う
い
う
事
っ
て
言
え
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
個
人
日
誌
で
あ
れ
ば
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
に
個
別
に
や
り
と
り
す

る
の
で
、
意
見
を
吸
い
上
げ
る
よ
う
な
機
能
も
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

永
惠
：
坂
本
さ
ん
の
話
だ
と
、
短
期
な
の
で
、
特
に
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
無
い
け
れ

ど
も
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
か
、
休
憩
時
間
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
が
混
ざ
る
よ

う
に
っ
て
の
は
配
慮
し
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ロ
ア
ス
タ
ッ
フ
同
士
で
、
何
か
あ
れ

ば
個
別
に
支
援
し
た
り
、
情
報
を
サ
ル
ベ
ー
ジ
し
て
い
く
っ
て
い
う
こ
と
で
す

ね
。
な
の
で
、
短
期
間
で
あ
っ
て
も
、
職
員
側
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
必
要
が

ち
ょ
っ
と
出
て
く
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
そ
う
い
う
点
で
い
き
ま
す
と
、
仲
間
づ
く

り
を
し
て
進
め
よ
う
と
思
っ
た
の
に
、
１
期
生
が
い
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
神
戸
市

博
物
館
さ
ん
は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

萱
原
：
１
期
生
が
消
え
た
神
戸
市
博
で
す
。
仲
間
づ
く
り
っ
て
い
う
観
点
で
は
、
館
か

ら
は
特
に
、
ち
ょ
っ
と
介
入
す
る
よ
う
な
こ
と
で
も
な
い
か
な
と
思
っ
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
、
お
任
せ
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
ま
だ
、
来
月
か
ら
新
規
の
方
が
入
る
と
い
う
点
か
ら
は
少
し
課
題
が
あ

り
ま
す
。
発
表
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、
月
１
回
報
告
会
（
定
例
会
）
を
行
っ
て
い

る
ん
で
す
け
ど
も
、自
由
席
で
座
っ
て
も
ら
っ
て
る
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
、や
っ

ぱ
り
仲
の
良
い
人
た
ち
だ
け
で
固
ま
っ
て
座
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。研
修
の
時
に
、

そ
こ
に
新
規
の
方
が
一
緒
に
研
修
を
受
け
た
と
き
や
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
り
ま

し
ょ
う
っ
て
な
っ
た
時
に
、
交
流
員
さ
ん
同
士
の
仲
の
良
い
人
た
ち
で
話
を
し
て

い
て
、
新
規
の
方
が
ど
こ
に
行
け
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
と
か
、
誰
と
話
し
た
ら
い
い

ん
だ
ろ
う
み
た
い
な
、困
惑
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

来
月
の
定
例
会
か
ら
は
ク
ラ
ス
替
え
に
伴
う
座
席
替
え
を
し
よ
う
み
た
い
な
こ
と

を
考
え
て
い
ま
す
。こ
ち
ら
か
ら
座
席
を
指
定
す
る
こ
と
は
な
い
ん
で
す
け
ど
も
、

新
規
の
方
が
入
る
っ
て
こ
と
で
、
隣
の
先
輩
に
い
ろ
い
ろ
聞
い
た
り
と
か
、
も
う

交
流
員
さ
ん
か
ら
こ
う
い
う
こ
と
だ
よ
っ
て
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

ク
ラ
ス
の
座
席
表
み
た
い
な
感
じ
で
座
席
を
決
め
て
、
例
え
ば
、
あ
い
う
え
お
順

で
座
っ
て
く
だ
さ
い
ね
、
み
た
い
な
こ
と
で
、
し
ゃ
べ
る
き
っ
か
け
み
た
い
な
こ

と
を
提
示
を
し
よ
う
か
な
と
い
う
ふ
う
に
予
定
し
て
ま
す
。
実
際
今
月
の
定
例
会

の
と
き
に
「
ち
ょ
っ
と
こ
ん
な
ん
し
た
い
」
っ
て
、
ご
相
談
し
た
と
き
に
交
流
員

さ
ん
の
皆
さ
ん
も
「
い
い
ね
、
そ
れ
」
み
た
い
な
感
じ
で
ご
了
承
い
た
だ
け
た
の

で
、
来
月
か
ら
し
ば
ら
く
館
の
方
か
ら
、
サ
ポ
ー
ト
は
し
よ
う
か
な
っ
て
い
う
ふ

う
に
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
本
当
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
同
士
の
仲
間
づ
く
り
っ

て
の
は
特
に
何
も
し
て
ま
せ
ん
。
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永
惠
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
何
も
し
て
い
な
い
と
い
う
の
が
ポ
イ
ン
ト
か

な
と
思
い
ま
す
。
鬼
本
さ
ん
い
か
が
で
す
か
。

鬼
本
：
何
か
積
極
的
に
関
わ
る
っ
て
い
う
こ
と
で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
姫
路
も

そ
う
だ
し
、福
岡
も
そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、そ
の
各
グ
ル
ー
プ
に1

人
、

１
人
な
い
し
２
人
の
担
当
学
芸
が
い
る
て
い
う
ふ
う
に
お
伝
え
し
た
と
思
う
ん

で
す
が
、
担
当
学
芸
員
が
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
そ
の
活
動
の
時
見
に
行
く
と
か
、
さ
っ

き
言
っ
た
み
た
い
に
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
と
か
、
み
ん
な
と
一
緒
に
お
ん
な
じ
こ
と

を
す
る
時
間
て
い
う
の
が
、
あ
る
か
な
っ
て
い
う
気
が
し
ま
す
。
そ
れ
結
構
大
事

か
も
ね
と
思
っ
て
ま
す
。

あ
と
私
が
福
岡
市
美
に
行
っ
た
時
に
は
、
例
え
ば
学
校
団
体
で
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
に
ち
ょ
っ
と
反
省
会
を
す
る
。
そ
の
時
に
学
芸
員
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
る
み
た
い
な
こ
と
も
し
て
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
お
話
聞
い
た
り
と
か
。
よ
も
や
ま
話
で
は
な
い
ん
で
す
け
ど
も
、
そ
う

い
う
お
話
聞
く
み
た
い
な
こ
と
を
や
っ
て
ま
し
た
ね
。
や
っ
ぱ
一
番
大
事
か
な
と

思
っ
て
る
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
が
あ
っ
て
、
結
構
自
由
に
出
入
り
が
で
き
て
、

お
茶
と
お
菓
子
が
あ
る
っ
て
い
う
の
が
意
外
に
大
事
か
な
と
思
っ
て
ま
す
。

永
惠
：
そ
れ
本
当
に
大
事
で
す
よ
ね
。
施
設
の
話
に
な
る
の
で
、
な
か
な
か
す
ぐ
に
、

ど
ち
ら
の
館
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
っ
て
話
で
も
な
い
で
す
が
、
も
し
い
ま
自
館

に
無
い
と
か
悩
ん
で
ら
っ
し
ゃ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
な
ら
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
と
い
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
当
館
の
場
合
は
、

職
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
同
じ
部
屋
に
い
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
こ
そ「
お
は
よ
う
」

か
ら
始
ま
っ
て
「
さ
よ
う
な
ら
」
ま
で
、
極
端
な
話
同
じ
空
間
に
い
る
わ
け
で

す
よ
。
な
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
特
に
何
も
意
識
的
に

し
て
い
る
こ
と
は
な
く
っ
て
で
す
ね
。
だ
か
ら
質
問
の
な
か
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
秘
訣
と
か
日
常
的
な
関
わ
り
を
ど
う
さ
れ
て
ま
す
か
っ
て
い
う
の
が

あ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
私
個
人
と
し
て
は
、
別
に
そ
の
同
じ
空
間
に
い
る
か

ら
、
そ
こ
を
ま
ず
感
じ
て
な
い
で
す
ね
鬼
本
さ
ん
と
私
も
一
緒
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
か
ら
の
話
を
よ
く
聞
く
っ
て
い
う
と
こ
ろ
で
す
ね
。
何
か
一
緒
に
す
る
っ

て
い
う
の
も
あ
る
こ
と
も
そ
う
で
す
。

こ
れ
本
当
に
僕
個
人
の
意
見
で
、
館
で
そ
う
し
て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
け

ど
、
仲
間
づ
く
り
は
、
仲
間
が
必
要
な
人
が
や
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
っ
て
思
っ
て
い

ま
す
。
仲
が
悪
い
の
を
ほ
っ
と
く
と
か
っ
て
話
で
は
な
い
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど

も
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
は
、何
か
や
り
た
い
こ
と
が
あ
っ

て
、
そ
の
行
き
先
と
し
て
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
参
加
さ
れ
て
る
わ
け
で
す
か
ら
、

参
加
す
る
人
の
方
向
性
は
多
様
な
ん
で
す
よ
。
で
も
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
来
て
何

か
を
す
る
っ
て
い
う
の
は
一
緒
だ
と
思
う
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
同
士
の
仲

間
作
り
の
点
を
、
そ
こ
ま
で
気
に
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
か
な
っ
て
い
う
の
が
、

実
は
個
人
的
に
ち
ょ
っ
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。
ち
ょ
っ
と
こ
の
話
は

で
す
ね
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
ま
り
が
何
な
の
か
っ
て
い
う
話
に
も
近
づ
い
て
く

る
話
に
も
な
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
す
ご
く
私
の
個
人
的
な
経
験
な
ん
で
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
辞
め
ら
れ

る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
86
歳
な
ん
で
す
け
ど
、
も
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

20
年
近
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
博
物
館
で
の
活

動
が
退
職
後
の
長
い
人
生
の
中
で
も
う
20
年
も
い
る
ん
や
と
。
ご
自
身
の
事
情
が

あ
っ
て
辞
め
る
、
辞
め
ざ
る
を
え
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
辞
め
ち
ゃ
っ
た
ら
ば

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が1

つ
減
っ
ち
ゃ
う
ん
だ
み
た
い
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
く
る
。

何
て
い
う
ん
で
す
か
ね
、
う
ち
の
施
設
が
で
す
ね
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

さ
れ
て
る
方
に
と
っ
て
、
居
場
所
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
か
な
っ
て
い
う
ふ
う
な
こ

と
は
感
じ
て
は
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
声
も
も
ち
ろ
ん
聞
く
ん

で
す
が
、
聞
こ
え
て
く
る
環
境
で
す
ね

先
ほ
ど
の
話
で
、
私
に
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
も
、2

人
き
り
の
時
に
ポ
ロ
ッ

と
話
し
て
く
れ
た
の
で
び
っ
く
り
し
た
ん
で
す
け
ど
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の

お
声
を
聞
け
る
状
態
・
同
じ
空
間
に
い
る
と
言
う
の
が
当
館
の
施
設
的
な
メ
リ
ッ

ト
で
す
が
、
施
設
が
無
理
で
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
接
す
る
環
境
を
整
え
て
、

い
る
・
作
っ
て
い
る
っ
て
の
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
展
示
案
内
に
向
け
た
研
修
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の
活
動
で
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
あ
る
の
が
、
虫
と
の
ふ
れ
あ
い
の
体
験
な
ん

で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
結
構
、
技
術
を
要
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、1

日
し

か
な
い
研
修
の
中
で
、
絶
対
に
練
習
し
ま
す
。
大
体
４
〜
５
人
の
グ
ル
ー
プ
に

な
っ
て
も
ら
っ
て
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
で
、
普
段
よ
く
出
す
レ
ギ
ュ
ラ
ー
陣
の

昆
虫
た
ち
を
連
れ
て
き
て
、
虫
を
で
き
る
だ
け
傷
つ
け
な
い
触
り
方
、
人
に
も
安

全
な
触
り
方
を
、
学
芸
員
が
説
明
を
し
な
が
ら
や
り
ま
す
。
そ
の
輪
の
中
に
は
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
ベ
テ
ラ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
入
っ
て
も
ら
っ
て
、
新
し
い

人
だ
っ
た
り
、
学
生
さ
ん
だ
っ
た
り
に
伝
え
て
も
ら
い
な
が
ら
や
る
と
い
う
感

じ
で
す
。
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
不
安
は
あ
る
の
で
、
初
め
て
の
人
が
入
る
よ
う
な

時
に
は
、
現
場
に
学
芸
員
も
一
緒
に
行
っ
て
一
緒
に
や
る
と
か
も
し
て
い
ま
す
。

も
し
く
は
も
の
す
ご
く
上
手
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
一
緒
に
や
る
と
か
を
し

て
い
ま
す
ね
。

永
惠
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
長
期
・
短
期
に
か
か
わ
ら
ず
、
何
が
し
か
の
リ
ハ
ー

サ
ル
で
あ
る
と
か
練
習
っ
て
い
う
の
を
し
て
い
る
と
い
う
の
が
秘
訣
で
し
ょ
う

し
、
当
館
の
場
合
に
は
先
ほ
ど
説
明
し
ま
し
た
、
養
成
研
修
の
時
に
も
ち
ょ
っ
と

や
る
し
、
実
際
に
も
ツ
ア
ー
開
設
で
す
ね
っ
て
い
う
、
さ
ら
に
そ
れ
を
特
化
し
た

グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
団
体
様
向
け
で1

時
間
、
ツ
ア
ー
解
説
し
て
欲

し
い
っ
て
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ら
、
そ
の
ツ
ア
ー
解
説
グ
ル
ー
プ
さ
ん
に
行
っ

て
い
た
だ
く
ん
で
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
専
門
職
員
が
例
会
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
年
間
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
全
員
が
全
員
で
す
ね
、
当
館
で
言
う
ツ
ア
ー
解
説
が

で
き
る
必
要
性
は
な
い
か
な
っ
て
考
え
て
ま
す
の
で
、
得
手
不
得
手
、
含
め
て
で

す
ね
、
い
ろ
ん
な
活
動
、
う
ち
の
場
合
８
つ
の
グ
ル
ー
プ12

の
同
好
会
が
あ
り

ま
す
の
で
、
希
望
に
応
じ
て
、
そ
ち
ら
で
活
躍
を
し
て
い
た
だ
く
っ
て
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

永
惠
：
こ
れ
は
具
体
の
質
問
が
長
崎
県
さ
ん
か
ら
来
て
ま
す
ね
。
読
み
上
げ
ま
す
。「
新

規
の
方
で
、
こ
れ
新
規
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
で
す
か
ね
。
の
方
で
展
示
案
内
の

実
践
に
な
か
な
か
踏
み
出
せ
な
い
方
が
い
ま
す
。
研
修
で
座
学
以
外
で
実
践
す
る

た
め
の
体
験
な
ど
の
具
体
例
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
」
と
い
う
ふ
う
な
質
問
が
来
て

い
ま
す
。
展
示
案
内
を
や
ら
れ
て
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
考
古

博
物
館
の
場
合
に
は
養
成
研
修
で
、
展
示
案
内
や
ス
ポ
ッ
ト
解
説
の
対
応
を
し
て

い
ま
す
。
養
成
研
修
の
中
で
、
ス
ポ
ッ
ト
解
説
の
や
り
方
を
説
明
し
て
、
実
際
に

見
て
も
ら
っ
た
上
で
、「
自
分
達
で
も
や
っ
て
み
よ
う
」
っ
て
い
う
実
習
を
し
て
、

そ
の
場
に
慣
れ
る
っ
て
い
う
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

な
っ
て
か
ら
は
、
本
当
に
実
際
に
学
校
団
体
さ
ん
で
体
験
を
し
て
、
展
示
室
の
中

で
練
習
を
す
る
機
会
っ
て
い
う
の
を
設
け
て
、
や
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
座

学
以
外
で
実
践
す
る
た
め
の
具
体
例
っ
て
の
は
、『
実
際
に
や
っ
て
み
る
』
っ
て

い
う
の
が
こ
の
質
問
の
回
答
に
な
る
か
な
っ
て
思
う
ん
で
す
。
鬼
本
さ
ん
ど
う
で

す
か
。

鬼
本
：
リ
ハ
ー
サ
ル
を
し
ま
す
。
福
岡
市
美
の
場
合
は
、
い
わ
ゆ
る
、
美
術
館
で
よ
く

や
る
対
話
型
鑑
賞
っ
て
や
つ
で
す
ね
。
何
が
見
え
ま
す
か
と
か
言
っ
て
参
加
者
の

方
か
ら
意
見
を
募
り
な
が
ら
、
だ
ん
だ
ん
鑑
賞
を
深
め
て
い
く
っ
て
い
う
こ
と
を

や
る
ん
で
す
。
８
回
ぐ
ら
い
の
研
修
で
、
作
品
を
よ
く
見
る
っ
て
い
う
実
践
を
し

て
、
そ
れ
か
ら
１
点
だ
け
解
説
を
す
る
っ
て
い
う
の
や
っ
て
、
最
後
は
、
対
話
型

鑑
賞
を
フ
ル
で
や
る
っ
て
い
う
も
の
で
す
。
そ
れ
は
し
か
も
、
学
芸
員
と
他
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
相
手
に
や
る
ん
で
す
ね
。
本
当
に
本
番
み
た
い
に
や
る
ん
で

す
け
ど
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
補
講
も
や
っ
て
、
デ
ビ
ュ
ー
し
て
も
ら
っ
て
ま

す
。
姫
路
の
場
合
は
、ま
だ
私1

年
し
か
い
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、ま
ず
ち
ょ
っ

と
こ
れ
軌
道
に
乗
っ
て
な
い
ん
で
す
が
、
こ
っ
ち
は
完
全
解
説
型
で
す
。
シ
ナ

リ
オ
書
い
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ
で
リ
ハ
ー
サ
ル
を
す
る
っ
て
こ
と
や
り
ま
し
た
。

ま
だ
ち
ょ
っ
と
そ
れ
が
う
ま
く
軌
道
に
は
乗
っ
て
な
い
で
す
。

永
惠
：
坂
本
さ
ん
、
フ
ロ
ア
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
で
も
、
同
じ
よ
う
な
状
況
で
す
か
ね
。
い

ざ
来
て
み
た
け
ど
苦
手
だ
と
か
い
う
方
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
か
。

坂
本
：
解
説
と
か
が
苦
手
っ
て
言
わ
れ
る
の
は
あ
ん
ま
り
な
い
ん
で
す
け
ど
、
展
示
室
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を
や
る
に
あ
た
っ
て
、
鬼
本
さ
ん
の
発
表
の
中
に
も
あ
り
ま
し
た
け
ど
、
や
っ
ぱ

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
っ
て
い
う
の
が
、
い
ろ
ん
な
制
度
的
な
変
遷
と
い
う
か
概

念
的
な
変
遷
を
経
な
が
ら
現
在
ま
で
進
ん
で
き
た
っ
て
い
う
現
状
が
今
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
、
い
ろ
ん
な
活
躍
を
さ
れ
、
各

館
で
様
々
な
役
割
を
担
わ
れ
て
い
る
っ
て
い
う
の
が
、
事
実
だ
と
思
い
ま
す
。
今

日
の
発
表
の
中
で
、
各
館
が
取
り
組
み
さ
れ
て
る
こ
と
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま

し
た
が
、
質
問
の
中
に
、「
当
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
あ
く
ま
で
も
博
物
館
の
サ

ポ
ー
ト
と
し
て
の
意
識
が
強
く
、
主
体
的
な
活
動
と
ま
で
は
言
っ
て
い
な
い
の
が

実
情
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
や
り
た
い
こ
と
を
も
っ
と
積
極
的
に
で
き
る

よ
う
な
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、
職
員
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
」
と
い
う
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
し
、
ま
た
、「
学
芸
員
が
す
る
こ
と
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
が
す
る
こ
と
と
の
線
引
き
は
ど
う
さ
れ
て
る
ん
で
す
か
」
と
い
う
質
問
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
た
ぶ
ん
、
具
体
的
な
話
と
い
う
か
、
ど
う
い
っ
た
考
え
方
や
発

想
で
分
け
て
い
ま
す
か
と
い
う
内
容
に
な
る
の
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

役
割
分
担
と
い
う
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
ど
う
す
る
の
か
、
ど
う
い
う
ふ

う
な
活
動
を
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
も
ら
い
た
い
の
か
と
か
で
す
ね
。
博
物
館
が

し
て
欲
し
い
こ
と
、
あ
る
い
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
り
た
い
こ
と
っ
て
あ
る
と
思

う
ん
で
す
が
、
そ
の
あ
た
り
の
話
に
進
ん
で
い
こ
う
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
鬼

本
さ
ん
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鬼
本
：
さ
っ
き
私
発
表
の
中
で
も
お
伝
え
し
た
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
、
特
に
美
術
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
っ
て
い
う
館
の
活
動
を
決
め
て
、

募
集
を
し
て
る
っ
て
い
う
こ
と
が
多
い
で
す
。
そ
う
な
る
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
の
自
主
性
っ
て
い
う
の
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
っ
て
い
う
の
を
、
ま
ず
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
に
聞
い
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
っ
て
思
う
ん
で
す
ね
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
や
り
た
い
事
を
や
れ
る
よ
う
な
環
境
っ
て
言
っ
た
時
に
、

や
っ
ぱ
り
、
ど
う
す
れ
ば
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
る
か
っ
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

に
聞
い
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
変
な
話
、「
そ
れ
は
別
に
し
た
く
な
い
」
っ

て
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
だ
っ
て
結
構
い
る
わ
け
で
す
よ
。
任
期
の
話
も
そ
う

な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、何
か
こ
う
、こ
っ
ち
（
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
側
）
が
空
回
り
し
て
、

結
局
当
事
者
が
い
な
い
っ
て
い
う
状
況
に
な
る
の
だ
け
は
避
け
た
ほ
う
が
い
い

と
思
う
ん
で
す
ね
。

永
惠
：
そ
れ
は
確
か
に
怖
い
で
す
よ
ね
。

鬼
本
：
こ
っ
ち
が「
こ
う
あ
る
べ
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
こ
う
で
し
ょ

う
」
み
た
い
に
思
っ
て
て
、
隣
の
館
は
あ
ん
な
こ
と
し
て
る
、
や
っ
ぱ
う
ち
も

や
ら
な
き
ゃ
み
た
い
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
来
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
ど
う
、

何
が
し
た
い
ん
で
す
か
と
か
、
う
ち
で
は
こ
う
い
う
こ
と
を
し
て
欲
し
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
ど
う
で
す
か
ね
っ
て
聞
い
た
ほ
う
が
い
い
の
か
な
っ
て
い
う
気
は
し

ま
す
。
み
ん
な
真
面
目
だ
な
っ
て
思
う
ん
で
す
よ
。
ま
ず
、「
う
ぅ･･･

」
っ
て

思
い
悩
む
前
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
聞
い
た
方
が
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
か
。

福
岡
で
も
面
談
し
た
ん
で
す
が
、
本
当
は
姫
路
も
し
た
い
ん
で
す
。
な
か
な
か

ち
ょ
っ
と
私
の
時
間
が
合
わ
な
く
っ
て
、
す
ご
い
苦
し
い
状
況
な
ん
で
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
み
ん
な
が
何
を
考
え
て
活
動
し
て
る
の
か
な
っ
て
い
う
の
は
、
聞
い

て
み
た
い
で
す
。

永
惠
：
そ
の
点
、
美
術
館
系
の
話
だ
と
、
例
え
ば
、
何
か
切
り
抜
き
し
た
い
と
か
、
清

掃
し
た
い
と
か
っ
て
い
う
、
か
つ
て
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
中
で
、
ど
う
い
う
活
動
に
希
望

が
多
い
と
か
っ
て
あ
り
ま
す
か
。

鬼
本
：
す
み
ま
せ
ん
、
そ
れ
に
関
連
し
て
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
位
相
の
違
う
話
を
す
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
美
術
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
さ
っ
き
言
っ
た
よ
う
に
や
っ
ぱ

り
す
ご
い
歴
史
的
に
変
化
が
あ
る
の
で
、
例
え
ば
本
当
に
最
近
始
ま
っ
た
、「
ト

ビ
ラ
」
さ
ん
と
か
「
ナ
ガ
ラ
」
さ
ん
と
か
な
ん
か
は
、
逆
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ

て
本
当
に
市
民
団
体
っ
て
い
う
形
で
、
人
が
集
ま
っ
て
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分

野
で
、
こ
れ
し
た
い
」・「
こ
の
美
術
館
で
こ
れ
が
し
た
い
」
っ
て
い
う
こ
と
を
、

こ
の
指
止
ま
れ
形
式
で
や
る
。
こ
う
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
て
て
、
指
に
止

ま
っ
た
人
た
ち
で
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
す
る
っ
て
い
う
よ
う
な
こ
と
を
や
っ

て
た
り
す
る
ん
で
す
ね
、
私
は
結
構
老
舗
の
美
術
館
を
渡
り
歩
い
て
る
の
で
、
前

か
ら
あ
る
ガ
イ
ド
と
か
、
新
聞
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
と
か
、
そ
う
い
う
、
も
う
既
に
あ
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だ
今
も
全
て
は
解
消
は
さ
れ
て
な
い
ん
で
す
け
ど
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
状
態
が
続
い

て
い
て
、
考
古
学
し
た
い
、
歴
史
に
関
連
す
る
こ
と
し
た
い
と
思
っ
て
て
も
、
や

り
た
い
こ
と
の
方
向
性
が
違
っ
て
い
る
状
態
に
実
は
な
っ
ち
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
ど

う
い
う
ふ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
難
し
い
な
あ
と
、
実
は
思
っ
て
ま
す
。

一
方
で
、
当
館
の
場
合
、
考
古
楽
倶
楽
部
も
あ
る
の
で
、
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
で
き
な
い
こ
と
は
、
そ
っ
ち
で
す
る
ん
だ
っ
て
い
う
ふ
う
に
分
け
て
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
い
い
意
味
で
、
調
整
弁
に
な
っ
て
る
っ
て
言
う
た
ら
変
な
ん

で
す
け
ど
、
あ
く
ま
で
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
館
に
紐
づ
く
こ
と
し
か
で
き
な
い
ん

だ
ね
、
で
も
他
に
し
た
い
こ
と
が
あ
る
ん
だ
よ
。
だ
か
ら
倶
楽
部
の
同
好
会
で
や

り
ま
す
っ
て
い
う
パ
タ
ー
ン
が
結
構
あ
っ
た
り
し
ま
す
ね
。
積
極
的
な
活
動
が
で

き
て
る
か
っ
て
い
う
と
う
ち
の
館
は
す
ご
く
や
っ
て
い
る
の
で
、
な
の
で
、
そ
こ

の
悩
み
が
あ
ま
り
な
く
て
で
す
ね
。
何
な
ん
だ
ろ
う
な
。
難
し
い
な
と
思
っ
て
。

薄
々
思
っ
て
る
ん
で
す
。
ど
う
、
当
然
そ
れ
は
他
の
館
で
も
似
て
る
の
か
な
と
は

思
う
ん
だ
け
れ
ど
も
、
さ
っ
き
も
、

る
活
動
を
、
ど
う
や
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
楽
し
く
で
き
る
か
っ
て
い
う
の

を
考
え
る
っ
て
い
う
の
に
、
ず
っ
と
携
わ
っ
て
き
た
ん
で
す
よ
。
本
当
に
そ
の
館

が
ど
う
い
う
活
動
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
一
緒
に
し
た
い
の
か
っ
て
い
う
の

を
ち
ゃ
ん
と
明
言
し
て
、
か
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
い
い
で
す
か
っ
て
聞
く
っ

て
い
う
の
が
、
や
っ
ぱ
一
番
大
事
か
な
と
思
い
ま
す
。

永
惠
：
当
館
の
場
合
に
は
、
最
初
に
養
成
研
修
で
面
談
を
し
て
ま
す
っ
て
話
を
し
ま
し

た
け
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
応
募
し
て
き
た
方
の
中
に
は
、「
展
示
が
し
た
い
」

と
か
、
多
く
は
な
い
ん
で
す
け
ど
、
よ
く
見
る
志
望
理
由
に
「
発
掘
調
査
も
ゆ

く
ゆ
く
は
経
験
し
て
み
た
い
」
っ
て
い
う
ふ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
り
す
る
ん
で

す
よ
。
最
近
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
で
調
査
を
し
て
い
る
発
掘
現
場
も
、
実

は
あ
り
ま
す
。
発
掘
調
査
は
、
文
化
財
の
保
護
の
実
務
の
一
端
な
の
で
、
そ
う

い
う
行
為
に
そ
の
や
り
方
で
い
い
の
か
な
っ
て
の
は
ち
ょ
っ
と
思
う
ん
で
す
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
趣
旨
か
ら
は
、
少
し
ず
れ
て
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

考
古
学
に
関
す
る
こ
と
を
当
館
は
、
大
前
提
と
し
て
、
考
古
学
に
関
す
る
こ
と

を
し
た
い
人
が
来
て
欲
し
い
わ
け
で
す
。
考
古
学
の
こ
と
で
何
か
し
た
い
っ
て
い

う
の
は
、
別
に
考
古
学
の
勉
強
で
も
い
い
し
、
考
古
学
に
絡
め
た
体
験
で
も
い
い

し
、
歴
史
に
関
す
る
こ
と
で
も
全
然
い
い
ん
で
す
け
ど
、
応
募
者
の
中
に
は
、
や

り
た
い
こ
と
を
す
ご
く
絞
っ
て
こ
ら
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
り
し
ま
す
。
そ

う
い
う
状
況
の
中
で
、
や
っ
ぱ
り
面
談
を
す
る
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
取
っ
て

い
く
っ
て
、
す
ご
い
重
要
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
何
を
し
た
い
で
す
か
、
ど
ん

な
こ
と
さ
れ
た
い
で
す
か
っ
て
言
う
の
を
し
て
、
し
っ
か
り
と
聞
い
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

当
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
と
言
い
ま
し
た
。
館
の
業
務
に

紐
付
く
内
容
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
っ
て
の
が
、
８
つ
あ
り
ま
す
が
、
も
と
も
と
は

８
つ
で
は
な
く
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
余
り
に
群
雄

割
拠
を
し
た
の
で
、
当
館
の
側
で
整
理
し
た
ん
で
す
よ
。
整
理
を
し
て
、「
君
た

ち
は
今
日
か
ら
〇
〇
グ
ル
ー
プ
だ
」
っ
て
し
た
ん
で
す
よ
。
そ
う
す
る
と
、
館
と

し
て
は
（
内
容
が
）
一
緒
か
な
っ
て
思
っ
て
た
グ
ル
ー
プ
が
、
く
っ
つ
け
て
み
る

と
、
み
ん
な
や
り
た
い
こ
と
が
違
っ
て
た
っ
て
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
ま

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
性
格
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観
の
違
い

鬼
本
；
ち
ょ
っ
と
だ
け
、
す
い
ま
せ
ん
。
も
う1

つ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
方
が

賢
い
の
で
す
よ
。
あ
る
意
味
で
す
ね
、
こ
れ
は
都
会
だ
っ
た
か
ら
っ
て
い
う
の
あ

る
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
け
っ
こ
う
他
館
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
掛
け

持
ち
を
し
て
る
人
が
い
る
ん
で
す
よ
。
な
の
で
、
う
ち
で
で
き
な
い
こ
と
は
、
九

博
さ
ん
で
や
っ
て
た
り
と
か
、
ア
ジ
美
さ
ん
で
や
っ
て
る
と
か
が
あ
り
ま
す
。
あ

る
い
は
、ま
ち
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
か
や
っ
て
た
り
と
か
。
姫
路
も
い
ま
す
ね
。

お
城
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
っ
て
る
人
と
か
。
な
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
か
ら

言
っ
て
み
れ
ば
、
自
分
の
館
っ
て
、
た
だ
の
選
択
肢
の1

つ
だ
っ
て
い
う
こ
と

を
、
ち
ょ
っ
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
は
自
覚
し
と
い
た
ほ
う
が
い
い
の
か
な
っ

て
い
う
の
も
あ
り
ま
す
。
あ
と
や
っ
ぱ
り
、
永
惠
さ
ん
の
お
話
聞
い
て
て
、
そ

の
あ
た
り
が
人
文
系
の
限
界
か
な
っ
て
の
は
思
い
ま
す
。
資
料
に
直
接
近
づ
く
っ

て
い
う
の
が
、
や
っ
ぱ
り
学
芸
員
の
方
も
す
ご
く
抵
抗
感
が
あ
っ
て
、
そ
こ
が
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た
ぶ
ん
、
自
然
史
系
と
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
ち
ょ
っ
と
違
う
と
こ
か
も
っ
て
思
っ

た
ん
で
す
け
ど
、
坂
本
さ
ん
ど
う
で
し
ょ
う
。

坂
本
：
抵
抗
感
少
な
め
の
坂
本
で
す
。自
主
性
、う
ー
ん
、ど
こ
か
ら
話
を
す
れ
ば
と
思
っ

た
ん
で
す
け
ど
。
確
か
に
今
、
最
後
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
い
ろ
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
掛
け
持
ち
し
て
る
っ
て
い
う
の
は
自
然
系
で
も
、
も
ち
ろ
ん
そ
う
で
す
。
人

に
も
よ
る
ん
で
す
け
ど
、
特
に
う
ち
な
ん
か
限
定
し
た
期
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
け
ど
、
他
に
環
境
系
の
団
体
さ
ん
に
行
っ
て
る
と
か
、
結
構
そ
う
い
う
の

は
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
い
つ
も
研
修
会
の
時
に
は
、
保
険
の
話
を
聞
き
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
っ
て
、
事
業
に
対
し
て
か
か
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
人

に
対
し
て
か
か
る
の
で
、
そ
の
人
が
ど
こ
か
で
入
っ
て
い
れ
ば
、
有
効
な
ん
で

す
よ
ね
。
だ
か
ら
必
ず
最
初
に
、
他
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
入
っ
て
ま
せ
ん
か
っ

て
訊
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

あ
と
さ
っ
き
の
自
主
性
の
話
で
す
け
ど
、
自
主
性
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
ん

で
す
ね
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
と
し
て
、
自
主
的
に
「
こ
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、
こ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
を
や
り
た
い
」
っ
て
い
う
人
も
い
れ
ば
、
そ
う
じ
ゃ
な

く
て
、「
博
物
館
で
何
か
ち
ょ
っ
と
見
た
い
」
と
か
「
何
か
ち
ょ
っ
と
や
り
た
い
」

と
か
、
ま
た
は
そ
の
両
方
も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
う
ち
の
館
の
場
合
に
は
、

後
者
の
方
の
ち
ょ
っ
と
な
ん
か
し
た
い
的
な
や
つ
は
割
と
、
応
え
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
こ
そ
「
採
集
し
た
い
」
み
た
い
な
こ
と
だ
と
、
さ
っ
き
の
触
れ
合
い

の
体
験
の
虫
っ
て
普
段
は
飼
育
し
て
い
る
虫
を
出
す
ん
で
す
け
ど
、
展
示
の
テ
ー

マ
に
よ
っ
て
は
別
に
外
で
捕
っ
て
き
た
っ
て
構
わ
な
い
。
じ
ゃ
あ
、
ち
ょ
っ
と
学

生
さ
ん
と
一
緒
に
捕
り
に
行
こ
う
か
と
か
言
っ
て
、
み
ん
な
で
取
り
に
行
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
、
朝
採
れ
た
虫
を
触
れ
あ
う
体
験
に
出
し
ち
ゃ
う
み
た
い

に
し
て
、
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
収
蔵
庫
を
見
た
り
と
っ
て

い
う
の
も
、
さ
っ
き
も
お
話
し
し
た
み
た
い
に
、
実
習
生
と
一
緒
に
行
く
と
か
も

あ
り
ま
す
し
、
閉
館
後
に
ち
ょ
っ
と
時
間
を
取
っ
て
、
み
ん
な
で
見
学
す
る
時
間

を
作
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
辺
り
は
そ
の
場
に
応
じ
て
、
私
た
ち
が
で
き
る

よ
う
で
あ
れ
ば
対
応
す
る
、
と
い
う
感
じ
で
す
。
い
っ
ぽ
う
で
自
主
的
に
何
か
そ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
で
の
中
で
、「
こ
ん
な
こ
と
し
た
い
、
あ
ん
な
こ
と
し

た
い
」
っ
て
い
う
こ
と
は
、
実
は
言
わ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
で
す
。
ど
っ
ち
か
と

い
う
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
も
よ
る
ん
で
す
け
ど
、
そ
ん
な
に
、
や
る
気
満
々

で
来
て
な
い
っ
て
い
う
言
い
方
を
す
る
と
失
礼
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
け
ど
、が
、

シ
ニ
ア
世
代
の
人
の
中
に
は
、
例
え
ば
家
に
ず
っ
と
い
る
ん
だ
か
ら
、
ど
こ
か
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
で
も
行
っ
て
き
た
ら
っ
て
家
族
に
言
わ
れ
て
来
ま
し
た
っ
て
い

う
人
が
い
た
り
も
す
る
ん
で
す
よ
。

永
惠
：
な
る
ほ
ど
。

坂
本
：
何
と
な
く
館
に
来
や
す
い
か
ら
来
た
け
ど
、
お
手
伝
い
が
し
た
い
だ
け
で
、
特

に
こ
れ
を
や
り
た
い
っ
て
こ
と
が
あ
る
訳
で
は
な
い
ん
で
す
、
っ
て
い
う
人
も
い

ま
す
。
そ
れ
は
そ
れ
で
、
ど
ち
ら
も
全
然
あ
り
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

永
惠
：
あ
り
で
す
ね
。

坂
本
：
そ
う
な
ん
で
す
よ
。
そ
れ
こ
そ
、
ご
家
族
に
暇
そ
う
だ
か
ら
行
け
っ
て
言
わ
れ

て
き
た
人
も
、
虫
捕
り
し
た
ら
楽
し
ん
じ
ゃ
っ
て
、
そ
の
後10

年
ぐ
ら
い
毎
年

来
ら
れ
た
り
す
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
っ
た
形
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ
り
方
っ
て

い
う
の
も
、
も
う
大
い
に
あ
り
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
楽
し
ん
で
も
ら
っ

て
、
館
を
居
場
所
に
し
て
く
れ
た
ら
、
僕
ら
は
大
成
功
か
な
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。

家
族
に
言
わ
れ
た
っ
て
の
は
自
主
性
じ
ゃ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、
そ
う

い
っ
た
形
も
、
そ
れ
は
そ
れ
で
大
切
に
し
た
ら
い
い
か
な
っ
て
思
い
ま
す
。

永
惠
：
確
か
に
そ
う
な
ん
で
す
よ
。
今
回
の
実
は
申
し
込
み
で
は
、
今
年
度
は
結
構
歴

史
系
が
多
く
っ
て
で
す
ね
。
美
術
館
さ
ん
も
当
然
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
け
ど
、

歴
史
系
の
申
し
込
み
が
多
く
っ
て
、
あ
る
い
は
総
合
系
の
博
物
館
が
多
く
て
で

す
ね
。
そ
の
人
文
系
が
多
い
と
い
う
傾
向
の
な
か
で
、「
主
体
的
に
や
る
ん
だ
！
」、

「
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ
！
」
と
い
う
内
容
の
質
問
が
あ
っ
た
の
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
い
や
よ
く
振
り
返
っ
て
考
え
て
み
れ
ば
、
自
主
的
か
ど
う
か
と
い
う
よ

り
、
家
族
に
言
わ
れ
た
か
ら
来
た
に
類
す
る
志
望
理
由
の
方
と
か
も
、
う
ち
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
よ
。
友
達
が
い
る
か
ら
来
た
ん
で
す
っ
て
い
う
方
も
い
て
で

す
ね
。
そ
れ
で
も
ち
ゃ
ん
と
こ
ち
ら
の
、
養
成
研
修
を
ず
っ
と
受
講
さ
れ
て
ま
す

し
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
本
当
に
鬼
本
さ
ん
の
発
表
に
あ
っ
た
み
た
い
な
、
館
っ

て
い
う
場
所
な
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
は
何
か
を
す
る
た
め
に
集
ま
っ
て
る
と
い
う
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で
す
け
ど
も
、
そ
こ
の
ス
ペ
ー
ス
借
り
ら
れ
た
の
で
そ
こ
で
や
っ
て
も
い
い
で
す

よ
み
た
い
な
感
じ
で
、
休
館
で
活
動
が
制
限
さ
れ
て
も
代
替
の
活
動
も
で
き
る
よ

う
に
し
て
ま
す
し
、
活
動
で
き
る
場
所
や
環
境
づ
く
り
っ
て
い
う
面
で
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
割
と
う
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
場
合
は
、
館
内
で
活
動

を
や
り
た
い
人
が
多
く
て
、
あ
ん
ま
り
外
に
行
く
声
が
少
な
い
か
な
っ
て
い
う
現

状
も
あ
り
、
う
ち
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
で
は
、
活
動
に
対
す
る
意
識
に
ち
ょ
っ

と
差
は
あ
る
の
か
な
っ
て
い
う
の
は
少
し
感
じ
て
は
い
ま
す
。
で
も
、
皆
さ
ん
熱

心
に
さ
れ
て
る
の
で
我
々
も
、
そ
れ
に
負
け
な
い
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
こ
う
と
は

考
え
て
い
ま
す
。

永
惠
：
話
を
冷
静
に
聞
い
て
て
、
た
ぶ
ん
、
今
の
感
じ
が
人
文
系
の
堅
さ
っ
て
い
う
こ

と
な
ん
で
す
か
ね
、
鬼
本
さ
ん
。

鬼
本
：
単
純
に
、例
え
ば
今
朝
と
っ
て
い
た
虫
を
展
示
す
る
み
た
い
な
こ
と
は
人
文
系
っ

て
、
で
き
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

永
惠
：
そ
う
な
ん
で
す
よ
。

鬼
本
：
そ
の
辺
で
出
た
貝
殻
と
か
を
飾
る
と
か
、
や
っ
ぱ
で
き
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
ち
ゃ
ん
と
調
査
し
て
、
そ
れ
が
何
か
っ
て
い
う
の
を
同
定
し
て
か
ら
、
収
蔵

し
ま
し
ょ
う
か
み
た
い
な
。

永
惠
：
我
々
の
場
合
だ
と
、
急
に
土
器
拾
っ
て
き
た
っ
て
言
わ
れ
て
も
、
そ
れ
ど
こ
で

拾
っ
て
き
た
、
な
ん
で
こ
こ
に
あ
ん
ね
ん
、
み
た
い
に
な
り
ま
す
。

鬼
本
：
そ
う
で
す
よ
ね
。
証
拠
が
必
要
や
ろ
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
う
ん
で
。

や
っ
ぱ
、
資
料
へ
の
近
さ
っ
て
い
う
の
が
、
全
然
自
然
史
と
人
文
と
違
う
ん
で
、

そ
こ
が
や
っ
ぱ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
性
格
に
も
関
わ
っ
て
い
る
し
、
学
芸
員
の
性

格
も
人
文
系
と
美
術
系
・
自
然
系
で
は
ち
ょ
っ
と
違
う
な
っ
て
思
う
ん
で
す
よ
。

　
　
　

で
も
、
実
は
そ
れ
に
合
わ
せ
た
人
が
た
ぶ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
来
て
る
っ
て
私

は
思
っ
て
ま
す
。
わ
り
と
楽
観
的
に
思
っ
て
る
の
で
、
む
し
ろ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
た
ち
に
、
活
動
の
使
い
分
け
し
て
も
ら
っ
た
ら
い
い
の
か
な
と
思
っ
て
ま
す
。

永
惠
：
な
る
ほ
ど
。
だ
か
ら
、
そ
の
使
い
分
け
っ
て
の
は
、
中
の
活
動
も
そ
う
だ
し
、

博
物
館
に
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
１
箇
所
だ
け
で
は
な
い
っ
て
話
と
し
て
、
こ
っ

ち
で
は
こ
う
い
う
こ
と
が
し
た
い
、
あ
っ
ち
で
は
こ
う
い
う
こ
と
が
し
た
い
っ
て

よ
り
は
、場
所
な
ん
で
す
よ
ね
。
た
ぶ
ん
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
み
た
い
な
と
こ
ろ
に
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
な
っ
て
き
て
い
る
の
か
な
あ
と
思
い
ま
す
し
、
先
ほ
ど
、
現
代

社
会
に
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
存
在
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
っ
て
お
っ
し
ゃ
っ

て
た
の
も
、
そ
う
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
、
ち
ょ
っ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
ま

で
、
自
然
系
・
美
術
系
と
考
古
学
で
話
を
し
て
ま
し
た
。
神
戸
市
博
さ
ん
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

萱
原
：
い
や
、
も
う
お
三
方
が
な
ん
か
結
構
十
分
ご
説
明
さ
れ
て
る
と
思
う
の
で
、
当

館
か
ら
あ
ん
ま
り
な
い
な
と
も
思
う
ん
で
す
け
ど
も
。
先
ほ
ど
新
本
さ
ん
が
お
っ

し
ゃ
っ
て
た
よ
う
に
、
当
館
の
方
も
他
館
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
か
友
の
会
と

か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
兼
任
さ
れ
て
る
方
が
、
結
構
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
う
ち
で
は

教
育
普
及
っ
て
い
う
ふ
う
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
ん
な
こ
と
や
り
た
い
っ
て

思
わ
れ
て
も
、
ど
う
し
て
も
シ
ス
テ
ム
と
い
う
か
、
当
館
が
定
め
て
る
、
活
動
内

容
的
に
で
き
な
い
こ
と
っ
て
い
う
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
ご
自
身
で
考
え
て
、
考
古
学
や
り
た
い
人
だ
っ
た
ら
、
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
行
か
れ
て
ま
す
し
、
美
術
系
の
こ
と
な
ん
か
や

り
た
い
な
と
思
っ
た
ら
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
も
行
か
れ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
に
と
っ
て
、ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
選
択
肢
の1

つ
っ
て
い
う
の
は
話
を
、

私
の
方
も
ヒ
シ
ヒ
シ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

あ
と
面
談
の
話
も
出
て
た
ん
で
す
け
ど
も
、
登
録
に
し
て
も
更
新
に
し
て
も
面

談
っ
て
い
う
の
は
一
切
や
っ
て
な
く
て
、
書
類
選
考
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
何
や
り

た
い
で
す
か
み
た
い
な
志
望
動
機
聞
い
た
り
と
か
っ
て
い
う
状
態
で
す
。だ
か
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
入
っ
て
か
ら
、
思
っ
て
た
の
と
違
っ
た
み
た
い
な
こ
と
は
、
言

わ
れ
る
こ
と
は
あ
る
ん
で
す
が
、
皆
さ
ん
熱
心
に
う
ち
の
活
動
に
合
わ
せ
て
方
針

に
合
わ
せ
て
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
る
の
で
、
我
々
の
方
も
そ
の
活
動
に
サ
ポ
ー

ト
し
た
り
、
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
体
験
学
習
室
で
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
る
ん
で

す
。
外
部
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
ら
ど
ん
ど
ん
情
報
共
有
し
ま
す
し
、
当
館

は
休
館
の
期
間
が
多
か
っ
た
の
で
、
活
動
で
き
る
場
所
が
な
い
っ
て
い
う
時
間
が

か
な
り
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
時
は
、
他
の
施
設
の
方
と
調
整
し
て
、
も

し
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
り
た
い
場
合
は
ど
こ
そ
こ
の
、
近
く
の
図
書
館
が
あ
る
ん
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れ
て
い
た
の
に
、
辞
め
た
ら
プ
ツ
ン
っ
て
関
係
性
が
切
れ
ち
ゃ
う
の
は
も
っ
た

い
な
い
ね
っ
て
い
う
の
が
、
動
機
と
し
て
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
よ
、
あ
の
時
。

あ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
側
か
ら
考
え
た
と
き
に
、
辞
め
ち
ゃ
う
と
来
に
く
い

み
た
い
な
と
こ
ろ
も
あ
る
か
な
と
思
っ
て
、
そ
れ
で
Ｏ
Ｂ
会
っ
て
い
う
の
、
作
り

ま
し
た
。

永
惠
：
う
ち
は
逆
に
そ
う
い
う
も
の
が
な
く
て
、
任
期
も
定
年
も
な
い
の
で
、
ど
こ
ま

で
で
も
い
け
る
だ
け
来
て
い
た
だ
く
っ
て
い
う
、
ち
ょ
っ
と
言
葉
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、
自
然
減
に
任
せ
て
い
ま
す
。
な
の
で
、
ど
う
し
て
も
、
特

に
人
文
系
や
歴
史
系
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
か
ん
す
る
考
え
方
言
っ
て
も
い
い
か

も
し
れ
な
い
ん
で
す
け
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
何
か
し
て
も
ら
わ
な
く
ち
ゃ
い

け
な
い
よ
ね
と
と
い
う
発
想
自
体
が
、
引
い
て
見
て
い
く
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
は
職
員
の
代
わ
り
っ
て
、
ど
っ
か
に
に
そ
う
い
う
考
え
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
と
思
っ
て
愕
然
と
し
て
い
ま
す
。
自
分
を
振
り
返
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
、

そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
人
文
系
ど
っ
か
に
心
で
思
っ
て
な
い
か
な
、
大
丈
夫
か
な
っ

て
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
気
に
し
て
ま
す
。
い
や
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
美
術
系
・
自

然
系
は
人
文
系
と
違
っ
て
、
全
く
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
と
い
う
話
じ
ゃ
な
い
と

思
う
ん
で
す
け
ど
。

鬼
本
：
な
ん
か
、
今
の
悩
み
や
課
題
に
つ
い
て
も
う
1
つ
思
う
こ
と
は
、
た
ぶ
ん
、
こ

れ
は
す
い
ま
せ
ん
、
な
ん
か
す
ご
い
俗
人
的
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

も
し
か
し
た
ら
、
坂
本
さ
ん
と
私
が
教
育
ベ
ー
ス
の
人
間
だ
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
を
、
緩
く
考
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
な
っ
て
、
ち
ょ
っ
と

話
を
聞
い
て
て
、
思
っ
た
ん
で
す
が
、
坂
本
さ
ん
、
ど
う
で
し
ょ
う
。

坂
本
：
そ
う
い
う
面
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
よ
ね
。
な
ん
か
話
の
流
れ
的
に
、
自

然
史
め
っ
ち
ゃ
ゆ
る
い
や
ん
み
た
い
な
感
じ
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
。

鬼
本
：
い
え
、
い
え
（
笑
）

坂
本
：
確
か
に
ゆ
る
い
面
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
分
野
と
い
う
よ
り
も
各
館

の
状
況
だ
っ
た
り
、
担
当
者
の
考
え
方
と
か
想
い
と
か
、
そ
の
中
で
大
事
に
し
て

い
る
こ
と
と
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
程
度
反
映
さ
れ
て
る
の
か
な
っ
て
思

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
き
ち
ん
と
し
な
い
と
い
け
な
い
と
こ
ろ
は
あ
っ
て
当
た
り

い
う
ふ
う
な
住
み
分
け
っ
て
い
う
ん
で
す
か
ね
。

鬼
本
：
そ
う
そ
う
、
そ
う
だ
な
あ
と
思
っ
て
。
な
ん
と
い
う
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受

け
入
れ
て
る
側
と
し
て
は
そ
れ
ぐ
ら
い
ち
ょ
っ
と
こ
う
、
緩
く
て
い
い
の
か
な
っ

て
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
他
に
も
選
択
肢
が
あ
る
よ
っ
て
い
う
こ
と
を
、
私
た
ち

は
ち
ゃ
ん
と
わ
か
っ
て
れ
ば
、
も
う
ち
ょ
っ
と
こ
ん
な
な
ん
か
、
堅
く
な
ら
ず
に

済
む
の
か
な
っ
て
い
う
気
は
し
ま
す
。

永
惠
：
い
ま
良
い
言
葉
が
で
ま
し
た
ね
。
緩
く
て
い
い
っ
て
す
ご
く
良
い
で
す
ね

鬼
本
：
緩
く
て
い
い
と
思
い
ま
す
。「

ゆ
る
く
て
い
い
」
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永
惠
：
今
年
、
私
は
初
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
研
修
を
担
当
し
た
ん
で
す
け
ど
も
、

私
自
身
が
バ
チ
バ
チ
に
緊
張
し
て
で
す
ね
。
ど
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
た
ら
、
そ
も

そ
も
来
て
く
れ
る
ん
だ
ろ
う
か
と
か
悩
み
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
研
修
の
中
身
に

は
、
考
古
学
の
話
が
当
然
入
っ
て
く
る
の
で
、
そ
れ
は
楽
し
く
て
仕
方
が
な
か
っ

た
ん
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
活
動
に
関
す
る
と
こ
ろ
と
か
は
緊
張
し
ま
し
た
。
具

体
に
言
う
と
、
接
遇
で
あ
っ
た
り
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
〇
〇
が
求
め
ら

れ
る
ん
だ
」
っ
て
話
の
時
で
す
ね
。
で
も
、そ
の
反
面
「
こ
ん
な
ふ
う
な
こ
と
言
っ

た
ら
来
て
く
れ
へ
ん
な
る
ん
ち
ゃ
う
ん
か
な
」
と
も
思
っ
て
い
ま
し
た
。
自
主
的

に
何
か
や
り
た
い
と
思
っ
て
来
て
い
た
だ
い
て
る
の
に
、
そ
こ
ま
で
養
成
研
修
で

ル
ー
ル
で
縛
っ
て
い
っ
て
良
い
の
か
な
っ
て
思
っ
て
、
う
ー
ん
っ
て
悩
ん
だ
り
し

ま
し
た
。
鬼
本
さ
ん
と
坂
本
さ
ん
の
お
話
だ
と
、
そ
れ
が
ま
さ
に
人
文
系
の
わ
か

り
や
す
く
堅
い
と
こ
ろ
な
ん
だ
な
っ
て
思
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
来
る
こ
と
で
家
で
も
職
場
で
も
な
い
居
場
所
に
な
っ
て
る
ん
だ
、
や
り
が

い
を
感
じ
て
居
場
所
に
さ
れ
て
る
っ
て
方
も
当
然
い
ら
っ
し
ゃ
る
わ
け
で
す
し
、

そ
の
や
り
が
い
っ
て
人
そ
れ
ぞ
れ
、
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
鬼
本
さ
ん
の
と
発

表
の
中
で
Ｏ
Ｂ
会
が
あ
る
っ
て
い
う
の
を
聞
い
て
そ
れ
も
び
っ
く
り
し
て
。
そ
う

す
ご
い
で
す
よ
ね
Ｏ
Ｂ
会
っ
て
。
居
場
所
で
す
よ
ね
本
当
に
、
そ
れ
っ
て
。

鬼
本
：
そ
う
で
す
ね
。
美
術
館
側
か
ら
の
発
想
と
し
て
は
、
せ
っ
か
く
10
年
も
来
て
く



す
け
ど
も
、
や
っ
ぱ
、
堅
い
で
す
ね
。
や
わ
ら
か
く
な
り
た
い
で
す
。

前
で
す
け
ど
ね
。
虫
は
す
ぐ
展
示
に
出
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
け
ど
、
生
き
て
る
も

の
な
の
で
、
気
を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
は
あ
る
わ
け
で
す
。
例
え
ば
来
館

者
に
け
が
さ
せ
て
し
ま
う
よ
う
な
昆
虫
だ
っ
た
ら
い
け
な
い
な
ど
で
、
実
は
虫
選

び
に
も
知
識
や
技
術
が
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ
の
辺
を
ち
ゃ
ん
と
す
る
と
か
、
そ

う
い
っ
た
個
々
の
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
っ
て
い
う
の
は
あ

り
な
が
ら
も
、
で
も
そ
こ
を
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
、
割
と
気
軽
に
で
き
る
っ
て
い
う

と
こ
ろ
が
、
自
然
史
の
い
い
と
こ
ろ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
と
博
物
館
の
資
料
と

来
館
者
の
距
離
感
と
か
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
を
考
え
つ
つ
、
既
存
の
ル
ー
ル
っ

て
い
う
の
も
気
に
し
な
が
ら
、
芯
に
な
る
部
分
を
ち
ゃ
ん
と
持
っ
て
い
て
、
そ
れ

が
大
事
に
で
き
て
い
れ
ば
何
と
か
な
る
ん
ち
ゃ
う
と
思
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な

が
ら
、
や
り
方
を
考
え
て
い
く
っ
て
い
う
ふ
う
に
、
僕
ら
は
考
え
て
実
践
し
て
い

ま
す
。
な
の
で
、
別
に
人
文
系
だ
か
ら
や
り
に
く
い
と
か
そ
う
い
う
こ
と
は
き
っ

と
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
勝
手
に
思
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
。

永
惠
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
勇
気
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

一
同
：
笑

永
惠
：
人
文
系
も
う
１
人
ど
う
で
す
か
。

萱
原
：
そ
う
で
す
ね
、
今
も
う
１
人
、
担
当
今
ち
ょ
っ
と
も
う
１
人
の
担
当
は
、
教
育

学
部
出
身
で
ち
ょ
っ
と
教
育
方
面
か
ら
い
ろ
い
ろ
考
え
て
た
り
と
か
も
し
て
る

ん
で
す
け
ど
も
、
う
ち
や
っ
ぱ
り
ち
ょ
っ
と
堅
い
よ
ね
っ
て
い
う
の
は
、
や
っ

ぱ
り
担
当
の
方
で
も
思
っ
て
い
ま
す
。
な
ん
で
し
ょ
う
ね
、
な
ん
か
当
館
の
イ

メ
ー
ジ
に
我
々
も
ち
ょ
っ
と
引
っ
張
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
っ
て
い
う
と
こ
ろ

が
あ
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
緩
く
し
た
い
け
ど
、「
何
か
こ
れ
っ
て
う
ち
の
活
動
と
し

て
、
う
ち
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
っ
て
る
か
な
」
み
た
い
な
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
っ

た
と
こ
ろ
気
に
し
て
し
ま
っ
て
、
ゆ
る
さ
加
減
っ
て
言
っ
た
ら
い
い
ん
で
す
か

ね
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
う
ま
く
他
館
さ
ん
と
比
べ
て
う
ま
く
い
っ
て
な
い
の
か

な
っ
て
い
う
と
こ
も
あ
り
ま
す
。
一
方
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
た
ち
に
は
い
つ
で

も
来
て
い
い
よ
っ
て
い
う
ふ
う
に
、
割
と
変
な
と
こ
ろ
で
自
由
主
義
じ
ゃ
な
い
で

す
け
ど
も
、
う
ち
で
も
バ
ラ
ン
ス
を
何
と
か
と
っ
て
行
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
、

鬼
本
さ
ん
と
坂
本
さ
ん
の
お
話
聞
い
て
て
思
い
ま
し
た
。
す
ご
く
思
っ
て
る
ん
で
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坂
本
：
す
み
ま
せ
ん
。
い
や
、
堅
い
柔
ら
か
い
と
い
う
の
は
、
た
ぶ
ん
館
の
性
格
に
も

よ
る
と
思
う
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
事
情
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
ら
、
別
に
い
い

と
思
う
ん
で
す
。
い
っ
ぽ
う
皆
さ
ん
が
ど
う
思
わ
れ
て
る
か
な
と
思
っ
た
の
が
、

う
ち
の
館
で
は
基
本
的
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
も
お
客
さ
ま
な
ん
で
す
よ

ね
。
利
用
者
の
一
員
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
館
の
ル
ー
ル
が
あ
っ
て
、

職
員
が
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
を
守
っ
て
い
た
だ
か
な
い
と
い
け
な
い
の
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
求
め
る
部
分
と
し
て
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
そ
れ
以
上
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
も
館
の
事
業
を
手
伝
お
う
と
し
て
く
れ
て
い
る
お
客
さ
ま

な
ん
で
す
。
な
の
で
、
そ
の
人
た
ち
が
活
動
を
楽
し
め
る
よ
う
に
し
た
い
。
そ

れ
か
ら
、
そ
の
人
た
ち
の
貴
重
な
時
間
を
館
の
た
め
に
使
っ
て
く
れ
よ
う
と
し

て
い
る
ん
だ
か
ら
、
そ
れ
に
対
し
て
「
来
て
よ
か
っ
た
」
っ
て
思
え
る
よ
う
に
、

で
き
る
だ
け
限
り
の
こ
と
は
し
た
い
な
っ
て
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
、

僕
た
ち
は
ど
う
で
き
る
か
な
っ
て
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
も
ち
ろ
ん
同
じ

よ
う
に
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
の
中
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
に
、
や
り

が
い
を
持
っ
て
帰
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
か
、
考
え
て
お
ら
れ
る
と
は
思
う
ん

で
す
け
ど
、
う
ち
の
館
で
は
そ
ん
な
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る

の
か
な
っ
て
い
う
気
が
し
ま
し
た
。
鬼
本
さ
ん
た
ち
は
ど
う
で
す
か
。

鬼
本
：
も
う
全
く
同
感
で
す
。
や
っ
ぱ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
、
一
番
デ
ィ
ー
プ
な

美
術
館
の
利
用
者
だ
と
私
も
思
っ
て
る
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
た
ち
が
楽
し

く
、美
術
館
活
動
に
関
わ
っ
て
く
れ
れ
ば
っ
て
い
う
の
は
思
っ
て
ま
す
。
一
方
で
、

や
っ
ぱ
り
館
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
か
そ
の
美
術
館
と
し
て
、
大
切
に
し
な
い
と
い
け

な
い
っ
て
い
う
こ
と
も
あ
る
ん
で
、
そ
れ
は
学
芸
員
が
伝
え
て
い
く
っ
て
い
う
こ

と
が
、
重
要
か
な
と
思
っ
て
ま
す
。

個
人
的
に
は
や
っ
ぱ
り
、
自
分
が
も
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
す
る
な
ら
ば
ど
う
す
る
、

ど
う
あ
っ
て
欲
し
い
か
な
っ
て
い
う
の
は
、
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
思
っ
た
り
は
し
ま
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
お
客
様
の
一
人



ね
。
こ
れ
で
本
当
に
い
い
ん
だ
ろ
う
か
と
か
。
あ
と
美
術
館
の
方
が
、
け
っ
こ
う

美
術
館
の
担
当
者
の
方
が
ま
だ
ま
だ
で
き
て
い
な
か
っ
た
り
も
す
る
の
で
、
お
節

介
に
言
っ
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
の
は
、
あ
る
種
あ
り
が
た
い
存
在
だ

と
思
っ
て
ま
す
。
昔
私
の
す
ご
い
尊
敬
す
る
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
が
で
す
ね
、「
担

当
者
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
育
て
ら
れ
る
の
よ
。
だ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
ち
ゃ
ん

と
担
当
者
に
だ
め
出
し
を
し
な
き
ゃ
駄
目
」
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
い
る
前
で
大
き

い
声
で
言
っ
て
い
た
っ
て
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

萱
原
：
我
々
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
方
が
人
生
の
先
輩
だ
っ
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
経
験
が
長
い
人
た
ち
ば
か
り
な
ん
で
、
我
々
も
何
か
教
え
ら
れ
る
こ
と
の
方
が

多
い
な
っ
て
い
う
の
は
、
す
ご
く
感
じ
て
ま
す
。

鬼
本
：
さ
っ
き
坂
本
さ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
は
お
客
さ
ん
な
ん
で
す
よ
っ
て
っ
て

お
っ
し
ゃ
っ
て
た
よ
う
に
、
や
っ
ぱ
り
利
用
者
な
の
で
、
外
か
ら
見
た
美
術
館
と

か
博
物
館
っ
て
い
う
の
を
知
っ
て
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
そ
の
言
葉
っ
て
い
う
の

は
、
あ
ん
ま
り
軽
々
し
く
考
え
ち
ゃ
駄
目
だ
と
思
っ
て
ま
す
。
内
側
に
い
る
と
分

か
ん
な
い
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
人
達
で
す
か
ら
。

永
惠
：
そ
う
で
す
よ
ね
、
ど
う
し
て
も
そ
こ
っ
て
、
我
々
学
芸
員
自
身
は
い
い
も
の
を

し
て
る
ん
だ
っ
て
思
っ
て
し
ま
っ
て
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
外
か
ら
改
め

て
、
館
に
最
も
近
い
ハ
ー
ド
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
か
ら
、
い
ろ

い
ろ
な
お
声
を
ち
ょ
う
だ
い
す
る
っ
て
い
う
の
は
、
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
改
め

て
思
い
ま
し
た
。

難
し
い
ん
で
す
よ
ね
、
私
も
ね
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
本
当
に
養
成
研
修
も
こ
の

1

年
で
担
当
し
て
て
、
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
中
で
し
て
い
る
っ
て
の
が
正
直
な

と
こ
ろ
で
。
そ
れ
が
あ
っ
て
、
今
回
の
こ
の
テ
ー
マ
を
選
ん
で
い
る
っ
て
い
う
の

も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
逆
に
ね
、
そ
の
事
前
発
表
も
そ
う
で
す
し
、
今
日
の
発
表

の
中
で
も
、鬼
本
さ
ん
坂
本
さ
ん
話
と
か
聞
い
て
、恥
ず
か
し
な
が
ら
「
へ
ー
」
っ

て
い
う
こ
と
が
結
構
あ
っ
て
。
う
ん
。
今
す
ご
く
頷
い
て
る
人
も
い
ま
す
ね
。
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
、「
そ
う
い
う
心
持
ち
で
い
た
ら
い
い
ん
だ
」
と
か
「
そ

う
い
う
方
法
が
あ
る
ん
だ
」
っ
て
い
う
の
が
一
杯
あ
っ
た
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ

て
い
ま
す
。
今
回
の
館
種
を
問
わ
ず
、
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
に
話
を
し
て
る
っ
て
の

が
、
ま
さ
に
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
、
な
か
な
か
、
他
の
分
野
同
士
で
話
を
す
る
こ

と
も
な
い
で
す
し
、
研
究
会
で
も
お
会
い
す
る
こ
と
も
な
か
な
か
な
い
ん
で
す
け

ど
、
こ
う
い
っ
た
形
で
、
い
ろ
ん
な
話
を
伺
え
る
の
は
貴
重
な
機
会
だ
な
と
感
じ

ま
し
た
。
ど
れ
も
正
解
が
あ
る
話
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
が
、
今
よ
り
も
、

よ
り
良
く
す
る
た
め
に
議
論
を
し
て
い
っ
た
り
、
活
動
内
容
を
知
る
っ
て
の
は
重

要
で
す
ね
。

今
ち
ょ
う
ど
、
16
時
15
分
で
す
。
そ
ろ
ろ
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
終
わ
り
に
近

づ
い
て
き
ま
し
た
が
、お
聞
き
の
皆
様
質
問
は
大
丈
夫
で
す
か
。今
こ
の
メ
ン
バ
ー

に
聞
い
て
お
こ
う
っ
て
こ
と
が
あ
っ
た
ら
チ
ャ
ッ
ト
に
書
き
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ち
な
み
に
、
昨
年
度
も
言
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
、
今
日
参
加
の
皆
様
、
何
か
あ
っ

た
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
者
の
皆
さ
ん
に
聞
い
て
も
い
い
で
す
よ
ね
？
今
日
の
参
加

者
の
皆
さ
ん
か
ら「
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
聞
い
た
ん
で
す
け
ど
」っ
て
個
別
に
連
絡
行
っ

て
も
大
丈
夫
で
す
よ
ね
？

坂
本
：
僕
は
も
う
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
出
し
ち
ゃ
っ
た
ん
で
全
然
大
丈
夫
で
す
。

萱
原
：
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
ど
う
ぞ
。

鬼
本
：
大
丈
夫
で
す
。

永
惠
：
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
立
ち
上
げ
る
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永
惠
：
東
大
阪
市
さ
ん
か
ら
質
問
が
入
り
ま
し
た
。
読
み
上
げ
ま
す
「
本
市
で
は
、
土

器
の
洗
浄
や
古
墳
の
清
掃
な
ど
の
業
務
あ
り
き
の
請
負
型
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
を
頼
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
意
思
で
や
り
た
い
事
業

に
し
て
も
ら
う
事
業
創
出
型
に
意
識
改
革
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
を
と
れ

ば
い
い
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
質
問
で
す
。
１
つ
に
は
、
身
も
蓋
も
な
い
話
で

す
が
、
請
負
型
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
止
め
る
の
が
1
つ
な
ん
で
し
ょ
う
け
ど
も
、

実
際
、
展
示
物
を
拭
い
て
る
行
為
が
あ
る
姫
路
市
さ
ん
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鬼
本
：
な
ぜ
事
業
創
出
型
へ
意
識
改
革
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
っ
て
い
う
の
を
、
も
う

少
し
聞
き
た
い
で
す
。
そ
れ
の
必
要
が
あ
る
っ
て
こ
の
方
を
持
っ
て
る
み
た
い
で



進
ん
で
、
卒
業
し
た
ら
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
自
主
的
に
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
い

く
ん
だ
っ
て
い
う
感
じ
だ
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
現
在
ど
う
し
て
い
る
か
は
、

そ
れ
以
降
全
く
関
わ
っ
て
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い
で
す
。

永
惠
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
業
務
請
負
型
と
事
業
創
出
型
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

つ
い
て
、
同
じ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
じ
ゃ
な
く
て
い
い
わ
け
で
す
よ
ね
、
た
ぶ
ん
。

い
ま
い
ら
っ
し
ゃ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
、
ど
う
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム
し
よ
う

か
と
い
う
質
問
か
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
自
身
か
ら
そ
う
い
う
お
声
が
な
い
ん
で
あ
れ
ば
、
新
た
に
お
越
し
い
た
だ

く
っ
て
い
う
の
が
手
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

鬼
本
：
別
に
、
グ
ル
ー
プ
を
作
ら
な
く
て
も
。

萱
原
：
作
り
変
え
る
必
要
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。

永
惠
：
う
ち
の
館
で
も
、
た
く
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
・
同
好
会
が
あ
る
の
も
一
緒
で
す
。

チ
ャ
ッ
ト
に
兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
の
中
村
さ
ん
と
い
う
方
か
ら
「「
先
日
イ
チ

ケ
イ
の
カ
ラ
ス
」
の
再
放
送
で3

人
の
れ
ん
が
職
人
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
が
参
考
に
な
る
か
も
」
と
い
う
書
き
込
み
が
あ
り
ま
し
た
が
、皆
さ
ん
こ
れ
は
、

わ
か
り
ま
す
か
。

鬼
本
：
こ
れ
有
名
な
話
で
す
ね
。「
何
し
て
る
ん
で
す
か
」
っ
て
言
っ
て
「
レ
ン
ガ
を

積
ん
で
る
ん
だ
」・「
教
会
を
作
っ
て
る
ん
だ
」・「
町
を
作
っ
て
ま
す
」
っ
っ
て
い

う
そ
う
い
う
話
じ
ゃ
な
か
っ
た
で
し
た
っ
け
。

永
惠
：
だ
か
ら
、
分
け
ま
し
ょ
う
っ
て
話
で
す
か
ね
。
東
大
阪
市
さ
ん
か
ら
、
追
加
の

書
き
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。「
本
市
で
は
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
て
、
こ
れ

が
業
務
を
請
負
う
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
こ
れ
か
ら
本
市
に
新
博
物
館

を
整
備
す
る
関
係
で
、
別
途
、
新
博
物
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
集
め
て
い
く
つ
も

り
で
す
。
こ
れ
ま
で
我
々
職
員
が
請
負
型
で
運
用
し
て
い
た
分
を
新
た
に
創
出
型

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
す
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
、
不
足
し
て
い
た
の
で
ご
質

問
し
た
次
第
で
す
。」
と
の
こ
と
で
す
。

一
同
：
な
る
ほ
ど
。

永
惠
：
そ
の
状
況
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
は
別
に
、
新
し
い
方

に
来
て
く
だ
さ
い
っ
て
募
集
す
る
の
が
手
か
な
っ
て
思
い
ま
す
。
既
存
の
ボ
ラ
ン

す
け
れ
ど
も
、
何
で
で
す
か
っ
て
。

永
惠
：
別
に
こ
れ
請
負
型
で
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。

鬼
本
：
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
い
い
と
思
い
ま
す
け
ど
。

萱
原
：
や
り
た
い
か
ら
来
ら
れ
て
る
ん
で
す
よ
ね
。

永
惠
：
こ
れ
が
し
た
い
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
て
、
そ
れ
が
形
と
し
て
分
類
す
る
と
、

業
務
請
負
型
に
な
っ
て
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
別
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
か
ら
お

声
が
上
が
っ
て
る
ん
で
す
か
ね
。
東
大
阪
市
さ
ん
も
し
よ
け
れ
ば
、
書
き
込
ま
れ

ま
す
か
。

鬼
本
：
こ
れ
、
も
し
何
か
私
の
そ
の
答
え
が
と
ん
ち
ん
か
ん
で
な
け
れ
ば
、
た
ぶ
ん

東
京
都
美
さ
ん
と
か
に
、
調
査
に
行
か
れ
た
ほ
う
が
い
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
。

ち
ょ
っ
と
だ
け
言
う
と
、
事
業
創
出
型
で
あ
る
ジ
ュ
ニ
ア
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
は
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
比
較
す
る
っ
て
い
う
こ
と
を
や
っ
た
っ
て
い
う
の
お
伝
え

し
た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
手
間
が
か
か
り
ま
す
。
普
通
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
以
上
に
、
も
の
す
ご
い
手
間
が
か
か
る
ん
で
、
そ
れ
の
覚
悟
が
あ

る
な
ら
や
っ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

永
惠
：
実
際
、
そ
う
だ
と
思
う
ん
で
す
。
事
業
創
出
型
に
切
り
換
え
っ
て
い
う
話
に
な

る
と
、
す
ご
い
大
変
で
す
よ
ね
。

鬼
本
：
す
ご
い
大
変
で
す
ね
。

永
惠
：
準
備
も
大
変
だ
し
、
準
備
し
た
と
て
意
識
が
改
革
す
る
か
ど
う
か
は
、
個
々
人

の
話
に
な
っ
て
く
る
の
で
。
あ
つ
れ
き
が
生
ま
れ
た
り
し
て
、
そ
も
そ
も
今
ま
で

し
て
た
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
が
。

鬼
本
：
ど
う
し
よ
う
。
た
ぶ
ん
人
と
自
然
の
博
物
館
さ
ん
な
ん
か
は
ち
ょ
っ
と
こ
れ
、

近
い
方
が
や
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
坂
本
さ
ん
ご
存
じ
で
す
か
ね
。
人

博
さ
ん
な
ん
か
、
わ
り
と
地
域
研
究
員
的
な
感
じ
で
事
業
を
作
っ
た
り
し
て
た
と

思
う
ん
で
す
け
ど
。

坂
本
：
僕
も
実
は
最
近
の
事
例
は
全
然
知
ら
な
い
で
す
。20
年
ぐ
ら
い
前
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
こ
と
を
勉
強
し
よ
う
と
思
っ
て
、
人
博
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
た
し
か
そ
の
時
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
の
途
中
か

ら
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
し
ょ
う
っ
て
い
う
感
じ
で
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普
及
メ
イ
ン
で
行
っ
て
い
る
の
で
、
皆
さ
ん
の
何
か
の
助
け
に
な
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。
我
々
も
今
後
勉
強
し
て
ど
ん
ど
ん
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。

永
惠
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
鬼
本
さ
ん
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鬼
本
：
今
日
は
楽
し
い
時
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
も
す
ご
く
い
ろ
い
ろ
と

勉
強
に
な
り
ま
し
た
し
、
皆
さ
ん
が
ど
う
い
う
こ
と
悩
ん
で
ら
っ
し
ゃ
る
の
か

な
っ
て
い
う
の
を
教
え
て
も
ら
え
て
、
す
ご
い
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
自
分

の
館
の
活
動
の
参
考
に
な
る
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

す
ご
く
余
談
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
私
20
代
の
頃
か
ら
定
年
退
職
し
た
ら
自
然

系
の
博
物
館
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ろ
っ
て
言
っ
て
ま
し
て
。
だ
ん
だ
ん
定
年
も

近
づ
い
て
き
た
ん
で
、
そ
の
夢
が
も
う
す
ぐ
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
っ
て
、1

人
で

ホ
ク
ホ
ク
し
て
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
自
分
が
も
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

る
な
ら
っ
て
い
う
視
点
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
者
に
は
必
要
だ
な
と
思
っ
て
ま

す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
へ
の
お
願
い
と
し
て
は
、美
術
館
と
か
博
物
館
っ
て
け
っ

こ
う
大
変
な
ん
だ
っ
て
い
う
の
を
わ
か
っ
て
も
ら
い
つ
つ
、
生
温
か
く
見
守
っ
て

い
た
だ
い
た
り
、
時
に
は
叱
っ
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
な
と
思
い
ま
す
。
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

永
惠
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
、
話
聞
い
て
ら
っ
し
ゃ
る
方
の
中
に
は
、
現

役
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
も
何
名
か
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
施

設
側
、
あ
く
ま
で
今
日
は
施
設
側
の
話
が
多
か
っ
た
で
す
け
れ
ど
も
、
む
し
ろ
施

設
側
で
は
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
も
お
願
い
し
ま
す
っ
て
い
う
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
ね
。
私
の
至
ら
な
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
で
は
坂
本
さ
ん
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

坂
本
：
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
お
話
を
聞
け
て
楽
し
か
っ
た

で
す
。
う
ち
の
館
の
フ
ロ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
話
を
い
っ
ぱ
い
し
ま
し
た
け
ど
、
フ
ロ

ア
ス
タ
ッ
フ
は
今
や
っ
て
な
い
の
に
、
偉
そ
う
に
い
っ
ぱ
い
言
っ
て
本
当
に
す
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
1
つ
、
う
ち
の
館
な
ん
か
本
当
に
小
規
模
で
、
活
動
の
部
屋
も
な
い
と
か
、

人
も
仕
事
バ
タ
バ
タ
し
て
い
る
と
か
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
話
も
し
ま
し
た
け
れ

テ
ィ
ア
さ
ん
で
あ
る
、
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
ど
う
さ
れ
る
か
っ
て
い

う
課
題
が
一
方
で
あ
る
と
は
い
え
、
博
物
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
別
個
の
も
の

と
し
て
考
え
、
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム
し
て
い
く
の
で

は
な
く
て
、
新
た
に
集
め
て
い
く
方
が
い
い
の
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

た
ぶ
ん
正
解
は
、
な
い
と
思
い
ま
す
。
い
ま
横
か
ら
リ
ア
ル
チ
ャ
ッ
ト
が
飛
ん
で

参
り
ま
し
た
。「
ぜ
ひ
事
例
調
査
に
お
越
し
く
だ
さ
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、

今
日
の
発
表
の
皆
様
の
と
こ
ろ
に
お
話
に
行
か
れ
る
こ
と
と
で
す
ね
、
う
ち
に
も

来
て
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
い
で
す
ね
。
こ
の
リ
ア
ル
感
が
い
い
で
す
ね
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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永
惠
：
時
間
が
実
は
迫
り
つ
つ
あ
り
ま
し
て
、
司
会
が
拙
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
て
、

話
し
切
れ
た
と
は
言
え
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
最
後
に
、
何
か
皆
様
、
私
を
含
め
、

今
日
の
参
加
者
を
勇
気
づ
け
る
一
言
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
ん
で
す
が
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

萱
原
：
私
か
ら
は
、
最
初
の
岡
山
県
美
さ
ん
か
ら
の
質
問
で
答
え
き
れ
て
な
い
と
こ
が

あ
っ
た
ん
で
、
ち
ょ
っ
と
そ
れ
を
追
加
で
お
答
え
し
ま
す
。
な
ぜ
定
年
制
設
け
て

る
ん
で
す
か
っ
て
い
う
ご
質
問
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
当
館
で
は
５
年
後
に
は
再

応
募
で
き
な
い
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
よ
り
多
く
の
人
に
当
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
あ
る
学
習
支
援
交
流
員
に
参
加
し
て
も
ら
う
た
め
と
い
う
の
が
、
そ
の
理
由

で
す
。
あ
と
初
期
の
頃
は
定
年
が
２
年
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
を
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
側
か
ら
、
も
う
少
し
長
い
期
が
欲
し
い
な
っ
て
い
う
依
頼
が
あ
っ
て
、
５

年
と
い
う
今
の
状
態
に
伸
び
て
い
る
状
況
で
す
。
先
ほ
ど
足
ら
な
か
っ
た
回
答
を

こ
れ
で
、
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
か
な
と
思
い
ま
す
。

終
わ
り
に
で
す
が
、
私
も
永
惠
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
、
坂
本
さ
ん
と
か
鬼
本
さ

ん
の
話
を
「
へ
ー
、
そ
う
な
ん
だ
、
フ
ン
フ
ン
勉
強
に
な
る
な
」
っ
て
い
う
ふ
う

に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
我
々
も
ま
だ
経
験
が
足
り
な
い
の
で
、
と
て
も
い
い
時
間

だ
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
し
、
当
館
で
は
、
学
習
支
援
交
流
員
の
活
動
を
教
育

発
表
者
が
伝
え
た
い
こ
と



ど
も
、
フ
ロ
ア
ス
タ
ッ
フ
以
外
に
、
い
ろ
ん
な
人
た
ち
と
の
関
わ
り
で
博
物
館
て

い
う
の
が
成
り
立
っ
て
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
み
た
い
な
こ
と
を
や
っ
て

く
だ
さ
っ
た
り
、
調
査
を
一
緒
に
や
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
っ
て
一
括
り
に
言
っ
て
も
、
博
物
館
っ
て
、
い
ろ
ん
な
人
が
関
わ
っ
て
作

り
上
げ
て
い
こ
う
っ
て
い
う
流
れ
も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、そ
ん
な
中
で
は
、

い
わ
ゆ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
グ
ル
ー
プ
だ
っ
た
り
、
制
度
だ
っ
た 

り
ば
か
の
に
、

こ
だ
わ
る
必
で
は
な
て
、
い
ろ
ん
な
形
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
館
に
よ
っ
て
、
そ
の

館
の
性
格
だ
っ
た
り
、
規
模
だ
っ
た
り
で
、
で
き
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
て
、

で
き
る
範
囲
で
や
る
こ
と
で
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
身
も
、
館
の
人
も
お
互
い
に
無

理
せ
ず
、や
っ
て
い
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
形
態
ど
う
こ
う
じ
ゃ

な
く
て
、
い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
関
わ
れ
る
よ
う
な
博
物
館
に
な
る
と
い
う
こ
と
な

の
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
な
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
は
思
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
言
い
ま
す
と
り
い
ろ
ん
な
タ
イ
ん
の
人
が
来
て
か
、

博
物
人
も
ろ
楽
し
い
こ
と
も
あ
れ
ば
苦
労
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
ど
ろ
怒

ら
れ
た
り
文
句
が
出
た
り
す
て
こ
と
も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
た
ぶ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
来
る
人
っ
て
、
基
本
的
に
、
そ
の
館
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
に
来
て

た
ろ
う
」
と
思
っ
て
き
て
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
館
に
対
し
て
前
向
き
な
気
持
ち
で

来
て
く
れ
て
は
る
人
が
多
い
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
な
の
に
仲
良
く

し
て
、
味
方
に
な
っ
て
も
い
っ
て
、
そ
れ
を
自
分
た
ち
の
仕
事
、
館
全
体
の
発
展

に
繋
が
る
よ
う
り
し
て
い
け
た
ら
い
い
な
っ
に
個
人
的
に
は
思
っ
て
い
ま
す

永
惠
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
、
今
の
発
表
の
中
で
も
、
或
い
は
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
中
で
も
言
い
ま
し
た
が
、
別
に
教
育
普
及
が
専
門
で
も
な
く
博
物
館
学

が
専
門
で
も
な
く
、
人
事
異
動
で
学
習
支
援
課
に
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
に

関
わ
っ
て
い
る
立
場
で
す
。
も
ち
ろ
ん
ご
専
門
の
方
で
そ
の
ま
ま
で
き
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
し
、
異
動
が
あ
る
方
も
あ
る
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
わ
る
局
面
っ

て
い
ろ
ん
な
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
博
物
館
の
運
営
面
か

ら
、
あ
る
い
は
、
自
館
を
よ
り
良
く
す
る
・
楽
し
く
す
る
と
言
う
点
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
っ
て
い
う
話
に
つ
い
て
、
こ
れ
だ
け
の
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
内
容
が
、
非
常
に
学
芸
員
に
と
っ
て
関
心
の
あ
る
テ
ー

マ
な
ん
だ
な
と
改
め
て
思
う
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
何
が
正
解
か
っ
て

の
は
本
当
に
わ
か
ら
な
い
で
す
。
特
に
人
文
系
に
あ
っ
て
は
、
緩
く
や
り
ま
し
ょ

う
っ
て
の
が
ま
ず1

つ
あ
る
ん
で
し
ょ
う
し
、
そ
れ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
身
も

そ
う
で
す
け
ど
、
い
ろ
ん
な
立
場
の
い
ろ
ん
な
考
え
方
が
あ
る
ん
だ
な
っ
て
の
は

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
い
ろ
い
ろ
話
を
し
て
い
き
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
の
対
話
や
、
他
の
分
野
の
方
と
の
対
話
を
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
活
動

を
進
め
て
い
け
れ
ば
い
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
、
本
当
に
今
日
目
の
覚
め
る
思
い

で
い
ろ
ん
な
発
表
を
聞
か
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
日
の
発
表
者
の
皆
さ
ん
も
顔
は
知
れ
て
る
わ
け
で
す
し
、
お
名
前
も
知
っ
て

い
る
わ
け
で
す
。
人
と
な
り
も
わ
か
っ
た
か
な
と
思
い
ま
す
。
坂
本
さ
ん
に
至
っ

て
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
も
出
し
て
い
た
だ
い
て
ま
す
の
で
、
東
大
阪
市
さ
ん
は
じ

め
で
す
ね
、
同
じ
く
悩
ん
で
る
方
は1

人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
一
緒
に

交
流
と
い
う
か
、
連
絡
取
り
合
っ
て
、
今
回
を
き
っ
か
け
に
進
め
て
い
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
嬉
し
い
な
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
は
い
。
な
ん
か
適
当
な
こ
と
を

申
し
上
げ
ま
し
た
が
、い
ま
で
４
時30

分
と
な
り
ま
し
た
。
至
ら
な
い
点
も
あ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
が
、こ
れ
で
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
終
了
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
閉
会
に
あ
た
り
ま
し
て
、
当
館
副
館
長
の
田
中
正
晴
よ
り
ご
挨
拶
申
し

上
げ
ま
す
。
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閉
会
あ
い
さ
つ

田
中
：
皆
さ
ん
、長
時
間
に
わ
た
り
お
疲
れ
様
で
し
た
。
本
日
は
古
代
体
験
研
究
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
２
３
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
全
国
各

地
か
ら
100
名
を
超
え
る
方
に
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
本
日
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
萱
原
さ
ん
、
鬼
本
さ
ん
、

坂
本
さ
ん
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
こ
と
で
、
い
ま
博
物
館
に
は
も
う
是
非
と
も
欠
か
せ
な

い
存
在
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
日
の
発
表
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
学
習
支
援
交
流
員
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
け
れ



ど
も
、制
度
と
か
役
割
も
各
博
物
館
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
か
と
は
思
う
ん
で
す
が
、

共
通
点
も
あ
り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
も
の
が
、
無
報
酬
っ
て
こ
れ
が

一
番
大
き
い
話
な
の
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
無
報
酬
だ
か
ら
こ
そ
、

や
り
が
い
と
か
で
す
ね
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
こ
と
が
大
事
か
な
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
今
日
話
の
中
で
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も

博
物
館
の
お
客
様
と
い
う
話
が
出
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
非
常
に
大
事
な
こ
と

じ
ゃ
な
い
か
な
と
私
は
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
意
識
を
忘
れ
な
け
れ
ば
、
そ
ん

な
に
大
き
く
道
を
外
れ
る
こ
と
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
本
日
の
発
表
の
中
に

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確
保
で
あ
り
ま
す
と
か
、
活
動
の
充
実
に
向
け
て
の
ヒ
ン
ト

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
本
日
の
会
議
が
今
後
の
全
国
の
博
物
館
に

と
り
ま
し
て
、
ま
す
ま
す
の
発
展
に
繋
が
っ
て
、
入
館
者
の
増
加
に
繋
が
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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み
な
さ
ま
、
い
つ
か
ど
こ
か
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う

永
惠
：
副
館
長
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。皆
様
、本
日
は
大
変
長
い
時
間
に
わ
た
り
、

古
代
体
験
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
３
に
ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
日
の
内
容
は
、
発
表
内
容
と
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
文
字
起
こ
し
し

た
も
の
を
、
何
と
か
来
年
度
初
め
ぐ
ら
い
に
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
の
形
で
報
告
書
に
し
て

館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
公
開
の
際
に
は
、

メ
ー
ル
で
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、
今
後
の
ご
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
、
古
代
体
験
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
３
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
終
了
し
ま
す
。
本
当
に
長
時
間
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
も
し
今
日
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
尋
ね
た
か
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
個
別
に
お
問
い
合
わ
せ
、
あ
る
い
は
資
料
調
査
に
お
越
し
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
皆
様
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
昨
年
も

言
い
ま
し
た
が
、
皆
様
い
つ
か
ま
た
、
ど
こ
か
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
で

は
、
お
元
気
で
！



古代体験研究フォーラム 2023

「ミュージアムとボランティア」
事業実施報告書

発　行　日　令和６年 12月 5日発行

編集・発行　兵庫県立考古博物館

〒 675-0142　兵庫県加古郡大中１－１－１

電話　079 － 437 － 5589




